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速J(妓商)16.37m(經濟)15.76"

機關軍働2サイクル無空類1Mfillディーゼル1基

7MS72/125,1IけJ5000BHP

船級A､B.S.NK

昭和26年8）l20p竣工

主婆寸法132.00×18.00×10.00米
錨噸敬6,848.34{T
亜最勉吸9,830.10KT
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六次船協榮丸（協立汽船）

昭測26fi37)13111進水l.1本鋼符拙兄造船所廼迭

鋪一級遮洋魔物ルル辿浪111版船

無線lll1lil4l'2.00米岬1W,i19.30米測深12.40米

總噸激約6,600T,lf(了求11t約9,800KT

街物航容硫ベール約17,000ｳﾕ方米

速力航海16節並大18.5in
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印庇向総出貨物船第二船JAGJAMNA號（ポンペイ〕

昭ｲⅡ26年6月19日引渡II』日本並工ii'l'戸造船所建造

鋼製躯螺旋貢物船-'ILIII板船

主婆寸法225.0×40.0×20.0吠吃水15IJ{5-11/16111

總噸数1,565.36T純噸數858.12T

戦貨亜斌2,039KT

速力(公試）12.356節（航海)10.5"
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〆
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､

六次船高長丸(JAg1'1海:ili_)

昭和26年7M611進水9jjl5II"･l溌定

西日本IIt工長崎造船所建迩

唾線間長132.00米ノ則IM18.40米"ﾘ縦10.20米

總噸蝋約7,050T･,k･I11M10.160KT

速力定絡14’､5節船祥6儲（定勵）

機開飛働2サイクル！“14吹汕ディー･ビル機關1ﾉ‘§
7MS72125川ノj5,000BHP

街物舶容栽］4,800ｳﾆ方米

船級A.B.-A11，,AMS,NK..NS,¥MNS%:

砲

●

主機！'』日本刺1戸4サイクル蹴働ディーゼルRG-8型1基

出力定絡1,027BHP/2655RPM

寅物鮒容談ベール2,684’､6m3

ク・レイン2,914.2m3

燃料消愛･l,t167.8gr/BHP/Hr

船側119,551ポンド

‐上次船中榮丸（中央汽船）

昭和26年7月25日進水91j末竣工溌定西亜炭烏造船所
垂線川l長114.00米型蛎16.20米型深9.00米

總噸数4,750T職貨亜溌7,250KT

船級A.B.S,N.K.養糀第一級述洋旋物船
主機械タービン2,600S.H.P､

雄大速力15mi

、

－‐4）－
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鯨 工船日新丸（大洋漁業）川崎重工業建造
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垂線問長175.00m

型噸23.40m

型深17.20m

吃水 約1 0､40m

Cb0.805

池j股排水錐約35,350KT

總噸数(G.T.)約17,000T

純噸数約13,000T

叙責韮最(D.W.)約|23,000KT

船級LRg100A1"Carryingoil

inbulk(abovel50｡F)"Special

notation"Longitudinalframing

atbottomanddecks〃〃Whaling

service〃〃Strengtheningfornavi-
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N.K.NS(TankeroilsF.P.above

65｡C)&M.N.S.

主機川崎M.A.N・複動2サイクルデ

ィーゼル機關1#,D8Z72/120R

定絡出力9,500BHP×130RPM

經沸出力8,000BHP×123RPM

汽縦スコッチ縦5鋪

燃料淌我錐約33.6ktﾉday

速力(滿絞）定絡約15節,經濟約14.5節

Cargooiltankvolume27,087m3
Diesel〃ノノ〃1,557"
Boiler〃〃〃 334,〃

Feedwater〃〃156"
Distilledwater〃〃 142〃

FreShwater〃〃2,595"

Whaleoilfactory

織蕪
1日製油髄約700kt
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新造船嶌眞集邸，．35

－

S.S.UNITEDSTATES

船主UNITEDSTATESLINE建造所NEWPORT.2NEWSS.B..&D.D.Co.

全長980呪總噸数約48,000噸というアメリカでの職後溌大の豪華容船で去る6月23日進水した。廟眞は進水
後のもので、ニューヨークのAlanB.Deitsch氏から船の科學のために逢ってきたものです。

田嶋…毫総嬰可蕊瀧悪,脇蘇，
』；垂線l剛長140米，型幅19.0米型深10.5米

割總噸数約7,550T亜逓睡数約9,700KT
速力17節航鐡距雅約18,000浬

機關単働2サイクル無空筑噛油ディーゼル2基
(6MS72/125)

出力8,400BHP船芹6名

覚物舳容積ベール14.ibOAi,2LMCj'"MC,"NS,"MNS¥750立方米船級鍔100A1，静LMC，零RMC,鶚NS,器MNS鵠

六次船 赤城丸（日本･郵船）

昭和26年7月31日進水
薙線剛曝]""米釧憲艇辮惑辮泌W総予
総噸敷7,500T蛾街派飛冒10,000KT
速力〔航海）16節〔堆大)18.75節噂聯湾〉
主機祇演M.A.N.(D8Z72/120)1"
腺力〔定端)8,000BHP,(披大)39,200BHP

一月一
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フランス向け裁出組

フイリツプL-D

のManchesterCRT121を通過する鱒、デリツク渋ヱトは純庇に侭〈、！ン

インチフ･ラツトフオーム上約10米である。しかもレーダーは起倒式であり

この鄭眞では分らぬが、各デリツクのトップ．と煙突の頭はI司一水平線で、
トップ．マストは引込式になっているぅ又デリツクポスト脚身ｲll術雌テーパ

ーされてありトラスも深いから、太短い感とがより強調されている細く

商〈、すらりとさせられなし､から､逆に倣頭徹尾ずん〈・りとさせ､特有の形

態をなしてし､る。要するに機能的なものを辿求して州て来た形と云える。

蕊 鷲
（

’ ＃鞭

②①比脇向総出船ド･ニャ．ナチ(約7,500GT)は貨物船として溌もクレー

1･･が瓶し､。ク参ラピテイダピツi､でボーI､を天空に吊上げれば、途端に祥船
かと思われる程boatdeckはすっきりとする｡隣々 とした空間が腱附し
ボー1，は涼しい日影をつくるっこれは、氷川丸、新川丸錬にも擁ﾉIjされて

いるが、前回鍋i侭したBremenのような感じにならないのは緋ﾊ,)ボーI、
の数に起因するのであって、Eremenは各舷に1]州も確然と並べているか

らこそ、配列の美しさが脚然と川て來るのである。こLにデザインの火界
が存在する。又、ク‐ラピテイダピットにすれば船体販心も上ることになる
がその並はlcmに逵しないし、純分脇を使ﾉIjしたと假定すれば、こうして
も卿数ミリ下る。絲吋デザインとIWI:桁との問題になる。
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新田丸

④I『”､ウーオーールと照し､窓の$1『1純な細合せと、境
n'[に伸びたデッキは、より近代的な美しさをボー

I､デッキに典えている。
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ラ・マルセイエーズ

⑤白のペイントで塗り上げられた上部擁造は控〈、フラ

ンス船らしい感じを出してし､る。特にカーテンフ･レートと

その窓のあたりのデヂイン等はそうであるっpromenade

の船側にはガラス窓を設けず、ハンドレールのみで船外の

空氣は自由に吹込み、又pronlenadeとサンデツキとの間

には何の仕切りもなく、自然と人I剛との關係が密接である。

すべてを人工的漫境に極くアメリカのやり方とよき對象と

なっている。

①クインメリー

完全なシンメI、リー、白い

面の縦りに劉・する無い窓の

均濟のとれた配牡、丸みを

持った111央のク．リルに吹込

まれるように染るすべての

線、そして′､ウスの左方剛

サイド・を-1-分に引締めてい

るベンテイレーターカ.ロンル

蝶、それ竿がしっくりと群

け合って、SundeCkをす

ばらしく美化している。

「調和の完成が扱後の到逵

鮎である」というコルピジ
⑥１

１
↓
’、

ｰ一

はタンカーでは肚I來もしな

い和談だから、大礁に川し

て、瞳角に交る機械的な線

を睡調する。（茶邦丸）

囮
叫

､桐、
－－ー

i'Li_.
ノ．両

8

③アメリカ客船インデベンデンス夜はごぢやごぢやとしたすべての醜し､ものを包みかくし､ペイントに光る砥躍と、フ．－
ルからガラス越しに見えるCafe等、別な錐し↓､･11t界を腱I)Mする。
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油槽船に改装された橋立丸（飯野海運）
1

飯野産業株式會砒舞鶴製作所

舎寺

ｅ
Ａ
９
■
９
１
Ⅱ
■
■
■
９
１
凸
▼

職後橘立丸船図として南氷洋捕鯨

に活躍した日本水産の橋立丸は今座
中、

飯野海迩のタンカーとして生れかわ

り、写丘に見る如く職標船(1TL)

(写反下〕から同じ船とは思えぬ新鈍

汕酒船〔写興上〕に改装されたo8月

2日完成して直ちにアメリカの石油

裁収に出航した。

橋 立丸要目

全長120.824m

長（垂線III])153.00m

幅〔型)20.00m

深〔型)11.50m

滿赦吃水〔キール下面上)9.184m

總噸数9,897. 60T

純噸数6,860.87T

船級B.V, N K

航行唾域 及賓絡述海第一級船

速力(錠強)試迩輔成統16.408節

馬力（定絡)5,000HP

：
『蓉聴

斑

鍵
一一I 一一君÷

主機三菱価動式核汽筒二段減速装薩

付船ﾉI]蒸汽ターピンー基

主汽鐡水笹式海務院制定21號峨

蒸流雁力.22kg/cm21基

赦旋飛飛15,014.48KT

救黄容積

錐l中央汕棚1,439.14ms

第2ノ' 1,381.96ノノ

第3〃 1,392.36ノ’

第4〃 1,395.50ノノ

錐5〃旅燃料油補696.20〃

"6I11央汕梢696.20m3

節7〃 1,395.15〃

錐1舷側汕棚(右〕，〔左〕865.01ﾉﾉ

第2ノ’（右〕，〔左）680.10ﾉﾉ

第3ノ’〔右〕，〔左）510.30〃

第4・ノ’〔右〕，〔左〕553.70ﾉ’

策5′’（右)，（左）682.96ﾉ′

錐6ノ’（右)，〔左〕512.09〃

第7〃（右)，（左）506.66〃

合計（総容穣)17,018.15"

〃107,039.03バレル

燃料油棚総容稚3,099.69m3
潤柵汕桝14.35〃

養瀧水榊及蕪溜水榊総容穣438.39〃

水柚総容穫‘1.30.94,〃

無線装柾錘li;"3,受i'討鎚3
レーダー 1

方 向探知機l
ラヂオ 1

族祥2名その他の者2名

1II板部風〔船展以下)21名

機開部興（機關長以下〕24名
覗務部“（覗務長以下〕13編

■
Ｉ
■
■
Ｂ
Ｆ
Ｉ
■
■
Ⅱ
日
日
ｌ
ｒ
６
Ｉ
Ⅱ
１
日

橋立丸船橋移動工事

油榊船として、叉B.V.船級坂符:のため本年5ル11ｲﾘ)滞工,2ケ昨|塾

の突批工率で完成したが、船尾スキツドウエイ部の改造の他に、僻

に船描椣の移動エ事は興味あるも”として注1_1された。移動工那は

7ノjl711入渠中に行わｵしたが，亦寅鰯撞及びエ率要械|鮒に見る如く

二本の伽斜柵基（角度約10度,長さ約40米，滑蕊柵約600粍〕上にグ

リーズをぬり，渠側のキヤフ｡スクンを利ﾉIJして徐冷に索をゆるめ乍

らI2"it(約110")によって淵り下ろした。秘動距離25米,移動開始し

て伽か30分llllで完了したものである。本誌6jj雛で紹介した500勉船

橘椣を他の船に縦移動させた例と地lifL.て興味がある。
’
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油 槽船橋立丸の改装工事
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船 橋移動工事
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船橋移動エ事要領図 写真上及下船橋移動前

船橘移動完了
－

顎

塩化メチール式・フレオソ式
アソモニア式・炭酸ガス式
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驍械的性 質
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.‐試

種 摘別

ｌ
Ｉ

船用アル

第1

ミニウム合金板
垂瞳

種(52S)

耐海水性良好，

加工容易
｜
I…､一〃｜硬質｜

’軟質｜
ミニウム合金板一’

…'1鶚’

１
１

｜－｜‐－
｢扉扉斎17夷扇蒋

27以遙E

一
一

″
一
″
一
″

｜耐海水性良好，『。船用アル

邦2 |厚さの4倍i厚さの4倍|強j,材料
5〃

〃’質’’35以上’3 1･l － l － l

鋲材の化学成分及び磯材的性質
1

五一一

’
1

’
’要する加熱時間

勺

|700｡c~F雨雨600?C

溶融加熱時間

’’600CO 700｡C800｡C

'3時間｜塾時間｜ヨ分 50秒｜]‘分’3
▲
■
＆
日
■
■
■
■
Ｂ
ｖ
ｌ
Ｏ
・
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ｂ
ａ

哩迩52S 3分 1分30秒

秒｜溺秒L"分｜56s11時間|30分IJ分45|秒l弱秒l猫 3分30秒11分30秒
！

－16－
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製艇に準じて建造を行っている。外板厚は艇の大さにより
2.5mm～3.5mm程度で鋲擬は外板の固清は6mmキ÷ルと
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【写眞 説明】

左上より（1）インド船用軽合金製救命艇(建造中）’‐

（2）インド船用蛭合金製救命艇〔手動推進装

置付〕

~ ．‐て3~）同上二

右上よ6(4)デンマーク船用軽合金製救命艇，
（建造中）

（5）デンマーク舶用軽合金製救命艇〔エンヂ・

ン付〕

（6）．同上
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lllllll11ⅢⅢIIIIIICossoRMARINERADE礎ⅢIIIililiⅢ…,ii,li,!『感明るく'なる｡･･夜間点鐙を遮るため"Flap''を附けてあ
る。$(Start''ボタンを押してから約3分の後に，緑色

雁パイロツ､ﾄ。｡ラング」が点燈し，映像がブラウン管の上

に現栩､る°（此の3．分という時間は使用している真空管

の陰極が充分加熱するだめの時間で，加熱し切れない内に

高圧力測わると蟻管が壊れるおそれがある｡）次に焦欝
CF｡cuの頴整"輝度(Bfilliance)諏整,受信磯の感度

fG誠の調整を行v､,適当な明るさと最適な画像が出る
様にず譲所jﾘの目的によけ距離のRanigeを距離切換器
(RangbSwitcli)にまり適当な距離の所に切換える。〔こ

のRangeほ.耳哩Jきり．珈哩迄五段に切換えられる様に

なっている｡う君.自感ボタン.ECaiibratorButtln)を押す
:どプｦ”管上に自感輪が現われ,それに依り目標物迄の
距離が測定出莱;皇力寺ｿﾙ廻転ツマミでブラウン管上でカ
ーソルを廻転させ,..W聡面の外側の枠に'ﾐﾙ蕊つた方位目
盛板に依り目標物の方向が糖碓に測定出来る。船首方向線
(Headingline)ボタンを押すとブラウン管の中心より緑

迄一線力観われ説これI譜通映像面の_iゴ方零度の位置に

コツサ･-‐・‐マリン・レーダー

IIIIiⅢⅢⅢⅡIⅢⅢⅢ''1Ⅲ''1ⅢⅢⅡⅢⅡ大沢秀，一Ⅲlllllllllll
●七一

現在コツサー・レーダー株式会社では船側綱.1｡港湾用，

室港用等各種のレー気一の製造に当っているが,繩に於
～

ては今日,日本で使用されてh諺船舶用レーダーに戯いて
御紹介し，港湾用，室港用レーグーは他の磯会に譲るとと

、 ．．,・
島致します。．‘

装置の構成一・：．、

’

P

ﾄ

『

主要部分は四つ，即ち回転アンテナ(Scamier),主装

置(MainTanlO,指示磯(Indicator),電動発電磯-(Mo-

tor-Generator)の部分からなっている。又副部分として

は，主接断器(MainSwitch),可溶片筐(FuseBox),

使用時間記録計(HourMeter),18芯の結合ケーブル

[VinmetCable)がある。〔第1図参照〕

回転ｱﾝﾃﾅ(Scanner)-は普遍船の前橋上或ほ上部溌
遥物に邪魔せられない出来るだけ高い場所に装備する。そ

の目的はレーダ勢力を輻射し，且目標からの反射エネルギ
ーを受信するにある。

主装置CMaiilTank)は送信機及び其の変纐磯，受信

磯の→部，同期器及整流電源を含んでいる。送信機と変調．
器は送信のレーダーエネルギーを発生し,､受信機は受信し・

・た糎波エネルギーを増幅し易い盾波数に変換し,且蝿幅
する。同期鶚は距離同感と感度時調整(SweptgainContr

=ol)の電圧を供給する。整流電源は全宝の装置に適当な電
圧を供給する。

指示機qndicator)は目標物の表われるブラウン管(C.
R｡T.)を有しており，その外C.R､T｡の繊振用の時間澗
及受信々 号の増幅検波装髄を有する。指示機ば航海上の取

扱に便利な様に操舵室若しくは典の附瑚こ鋤iする。．
瓶動発甑磯(MOtcr-Generatorf)は全装侭に180V,

500c/sの交流を供給する。

操 作（節2図参照〕、

総ての操作は指示機にて行い得る如くなつでいる。梨の。
他に主装侭内にざ「スター1，･ストップ」ボタンを装瞳し
修理技術者の操作の便に供し，叉A､F.C.l亭故障があった．
場合には遮隔管制装侭(AIitb/MadUalSwit鋤､に依り
操作出来る如くなってゐ.る‘｡、

籾て‘fStart'，ボタンを押すとM.G.が廻薩する｡､そ
して琉珀色｢パイロツ1，．ランプ｣が点燈し,.且･・鴎T・の．

照明燈が点燈する。＃鰄調整qlluminationJを右に廻せ

|，

回転アンテ士1
SCANNER:i
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、第2図．

・30〃．2．0〃・“

此の外に中心拡大(CenterExPduのの装溜あ晩
最短測定距離40砺・

方向糖疫.+11:度 ● ､ 合

距離精度．＋］2％，．。，．‘

方位分解能。＋］2度一．；
30

距離分解能．50噸

・パルス繰返臆波数‘：
1．2哩目盛で1550P.|P;S.

：‐

…3哩〃1500〃・

12＝哩〃550〃

．30哩〃500〃・

パルスの幅0.2"S.

水平指向性、2鹿．、‐
・垂直指向性20度一・・、
尖頭送信出122kW･'.･"
空中線方式チー･ズ型･35R.P.M・
プ効シ管口径9吋．‘．‘
･所要電力110Vが220V直流鞠j2kWの外ﾕ外
気が4bC以下の時1.5kWの聯]が必要尚映像面],5

吋に拡大する装置有り。

固定しておく。叉画像廻転(PictureRotate)調整は船首方
向線をも含む全ての画像を廻転させる。筒Gyro-Compass
を速動させ真北を上方零度の位置に固定させることも出乗
る｡(これは附属装置になっていて船の要求によりつけるd)
感度時調整<Swept-GainControl)は悪天候の際の波

頭，及び降雨，雪の映像面への妨害を除くためのツマミで

ある。このツマミを左へ廻せばブラウン管中心からの感度
が下って行く。外気温度が捌氏4度以下になると,赤色
「パイロツ1･．ランプ」が点灯して,ScannerのHeater

が作動したことを知らせる。

G$Test,"ボタンを押すと船尾方向に羽根の様な光が出

る。これは船が陸地や他舩を離れて遠く海上に出て，目標

物が何も無い時は果じて装置笏;完全に働いているか,‘杏か
解らない｡､その時にどの稲ンを押して羽根の様な光の長
さに依り装置の完全不完窒を検くる。
主装置内には試験用電流訂亦入っていて，各回路の電流

が検くちれる様にな｡喰鯵_使用時間註も備え,使用時
llllの累計を表わして，技術者の便に供してある。

奄

性 能

ミ

コツ.サI1型レーダ員o1齢値を概説すると，次の通りで

あるがj注意すべぎ鍵は映磁力痕易く,且叉航海士の眼の
保全を計って指示濃画面に特に殻色してあるととである。

臆波数も鯛加～9500Mc/s著．‐

波長約36m.

指示綴の指示範囲．
最大距離目盛測定自感輪の間隔。

．]､2哩0．2哩

．3〃 0．5〃
咄

12〃．．2．0〃

結’言
、

以上ば大体コッサー。マリン．レーダーの概略の説明で
あるｶﾐ，コゾサーでは最近テいビジョゾとレーダーの原理
を応用してASMI(AirSurfaceMovemenflIrdicatorジ
と称ずろ鰄式のﾚー ダー を作成し,港湾用,塞港用し皇

にー使用試験の結果,満足な成績を得たので将来船舶用
レーダーにも活用されるのではないかと思われる。′､…

（コーンズ°エンド･カンパニー〕、

－－－．23．－－ ～一

一
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1‐
世泳最大の油糟｡ガル

アトランテイツク、シーマンめ湾天装置
″

深田工業株式會池反締役 圭
口 原 享

‐今、一一,一一.一一､一一へ〆､〆､〆一…一一､一一～ｼﾞｰ〆一ノーーーザーーシージ､ﾊｰﾍｰ､ヘーーーグーへ〆､〆-～一一一一～一一ジーシ萱､『～も壼曹幸～一一へヘーーハヘーシ､ジヘヘーヘー－ぜ､入

瞬 論

ガソリン，石油等引火点の低い油

〔可燃性液体〕の火災に対して‘は種々．

の消火方法があるが，これらの火災は

火力も掻く，燃焼漣度は速く且つ多量

の発煙と爆発性ガスの発“ある為
め，大きいガソリシ貯蔵タンク等,対
象物の量が多量の場合には，普通一般

・の方法で消火は極めて困難である。現

在の処多最の可燃性液体の火災には泡

･<FOAM)に依る外，他に適当な且

つ実川的な消火方法が無いと詔われて

いる。アメリカNFPAの報吾に依れ．

一ば，直径｡ﾕ40沢のオイノケタ灘ク（約
’5000屯〕の大火災が泡消火装職こ依一
り，極めて満足に消火Ifi来たと報ぜら
れている。

池に依る消火方式には，泡の発生方
法に依り次の二種類がある。

（'）化学反応式泡〔ホーマイト式）
CHEMICAIgFOAM

（2）物理的泡〔エアー。フか一ム〕

MECHANICALFOAM又は
AIRFOAM

前者は重淡酸曹達(A剤〕と硫酸ア
ルミニューム(B鋤の両水涛液を混
合させた化学反応に依り淡酸ガスを発

生させ，その力で泡を作る式であ.り，

通称ホーマイI､式と称せられ，広く周
知の方法である。

後蒋の物理的池は，発泡原液〈単一
液）の水溶液を劇しく蝿拝して，｜『11時

・に窒鉱を吹き塾んで発泡させるもので

殆も卵子の白味を泡起器で鰯拝して，
泡を作るのと同一の臓理に依るもので
ある。この式は飽<諺物理的〔メカニ

カル〕である為め，前者の化学泡に対

し物理泡，叉室気の泡を形成する,ため

室気泡〔エアー。フォーム〕と呼腫れ．

ている。 婆が無いので，活動に便利である

CB図参照〕エアー。フォームの発泡方式は極め．

喝シンプルであり以って設備斐轤
〈，然かも消火力が極めて狸いのでず

急激に発達普及したものでホーマイト

式は既に旧式であると称せられ工､い

る。

本文に出て来る世界最大の汕槽船ア

’トランティッグもシーマン号の油火災

に対する消火装置は全部このエアー・

フォーム式である。

エアー・フォームは今次世界鋪二次
4－bu=己P

ﾂ蝋が生んだ新しい消火方法で,,米国

では既に広･く採ﾊ1されているが日本に

A
一

B

~於ては最近各疋紬会社がオ イルタ:ンク

吸入孔

の消火装綴に採用し始めて‘畷程座な
ので,読者の便を計り，各装催の簡単
な説明を~ド記に説明する。、

1.エァー・フォーム原液

中性の液体であって，安定性のも

ので永年の職哉に耐える。．〃
使用の際は，大体6％位の水瀞液

と使川する。

11.発過ノズル

A型〔ピックアップ付）

、．ノズルの根本に於て，ヂエシトの

6％

尊覗

HI.マリン・フロヮー・ノズル

､MARINEFLOORNOZZLE

味_E9吋～2吋位の処に固定して取
付ける特別発泡ノズルで,､火災の際

駕軍勢辨苧測鷲’
ン号はこの発泡器をボイラ､一・ルー

必に取付けてある。（写真参照）

Im.オバー・ヘッド・フォ･一ム・

スプレイデブレクター

OVERHEADFOAMSPRAY

DEFLCTORS
D今1

天井に取付ける特殊な発泡器で，

泡を拾も雪ｶﾐ降る程に広範囲に上部
より撤布ずるもので，ア.:トランテイ

ック・シーマン号にはこの装置が，

駕油ポンプ室に取付げらh鰯る°・D

M.プレッシャー｡プロポーショナー

PRESSUREPROPORTIONER

作月Iに依りピックアップより原液
を吸｣二げ6%の水涛液を作ると同

11＃に空気を吸引して刺しい擬枠作

川を与えて，泡を発生させる。

普通の消火松に接続して簡単に使

川出来る利職がある｡“図参照
の事〕

B型発泡ノ茨ル

〔ビック‘アップ雛し〕

送淵券の途中に6％の水溶液を

作るプロポーショナーを置く場合
に使用するノズルである。ノズル

操作者が一々原液を持って歩く必

１
１

『

一一一一宝一一

・・2.』‐。．
－一
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発泡腺液と送水された水とを混合
させて，6形の水溶液を作る装綴の

一種である。この装置を一般に

プロボーシ詔ナー〔混洲勘と呼ぶ

が，プレシヤーブロポーショナーは

低圧の場合に一定比莱の水溶液を作

、る装個で，この船には200ガロン，

100ガロ．ン･のプレッシャープロ覗一

シ司ブーーが世かれている。．〔写真参

照〕.．…=(訳者註）

－の一一一一

昨年-I"一月ニューヨークにて進水し

た新汕梢船『アトランテイック・シー

マン号』は造船_I二新しい二つの記録を

樹立した汕槽船である。

即ちこの油梢船は･lu堺最大である計

りで叩く，可燃性液体の火災に対する

消火装澗として，最も新しり､エアー・

フォーム消火装慨を船全休に対し，完

壁に装備した難である｡．〔軍艦，室母

等は別と竜して，商船にアトラシテイッ
ク・シーマン号の様に完全なるエァー

フオーム消火装掻を船全泳に裳嚇した
のは，之れを以て噛矢とする｡）．
従来の汕梢船の消火装濁は主として

化学反応式〔ホーマイi､式〕が採ﾊIさ
れていたが『アl･ランテイヤツク・シー
マン号』に於ては，種々 検討の結果，
次の重要なる二つの理由に依り，エア
ー・フォーム、装慨を採川する邪に
決定したものである。
即ち，談議が極めてシンプルである

事，操作が容易である事である。どの
エアー。フォーム消火装置に使用する

発泡原液は今次世界第二次大戦中，米
国陸海室軍に莫大な数量が消火用とし
て使用され，特に米海軍に於ては『豆
スープ』と緯名を付けられ，軍艦，毒
母，飛行場簿の大火災の消火川とし
て，極めて宥効に使川されたものであb

(16)M9．⑤駅AR1NENOZZI-Fs

る。

71､ランテイック・シーマン号は長

さ659沢&幅85沢,獺257,000バ
ーレルの巨船で，フィラデルフィアq

タンカー会社の注文でニューヨークで
建造されたもので現在はアトランテイ

ック稲汕会社にチャータ＝され就航中

である。これと同一型の姉妹船二墜曹
建造中で近日中に就航の予定である。

この世界一の巨汕梢船の油火災に対

するエアー・フォーム装徽は，冊措よ
り船尾に至る船全休にわたり完釜に設
計配置され，その設計測冒にはNAF』Q■

TIONALFOAM,INC・が当ったも

のである。

メインデッキ上には，エアー・フォ

ーム火災装世が配澱され，メインデッ

参の火策防謹に当っているが,一方下
甲板の火災に対しては，メイXデッキ
上より操作出乗る様，メインデッキ上

に泡放出バルヴが設置されている。即
ち下甲板に出火した場合には，消火担
当者が火災現場まで降りて行ぐ必要な
く､，メインデッキ上のバルヴを開けば
迅遮簡単にl剴的の場所に消火川のエア
ー・フォームを放出出来る様に設計さ
れている。＝

一方火災を鎮火ぜしめた後，直ちIこ

火災担任者が,､何等危険を感ずる事1111
く，火災現場に駆つける事が出来る
が,斯逢事は他の型式の消火装侭の場
合には不可能な事である。
図示の通り，消火送水州として，

5009.p.m．の消防用ポンプ二台があ
り，これに依りエアー&ラォーム消火
装置全部に必要な水鐙を供給する事に
滝ってし､る。蕊1多噂盈‐

後部メインデッ弊韮の室内には，発
泡原液容量200ガロンと’00ガ宮嘉ｼの
戎ロポ←シ蓮ナ'“《蝿､れであり．,

1

－－濁一一一

、

200ガロンは主として大火災川，ユ00ガ

ロンは小火災用として使脚1，される。前
部Xインデッキ上には同様釦力只ンの
’1,プレッシャープロボーシ.ｮナ苧が配

ざ』

置されている。‐”
火災の場合,．メインデ,ツキの上のバ

ルヴを開くと，消防ポンプより送られ

た水が，このプロポ言シヨナーを通通
すると，自動的に6％の発泡原液を流

水内に注入されて，この水溶液ぱ各パ
イプを流れて，船全休に取付けられて

居る発泡器に到達，此処で空気を吸引
して発泡放射される，．
船の坤央に縦に長く通じている通跣
(CATWALK)iこ沿ってL七個所に各、
一ケ宛の発泡ノズルが配置されており

各々 標準型消防ホーヌに簡単に接続出
来る様ﾎ戸ｽ及び接続金具を附属ざせ

旬つり

てある。これらの発泡ノズルはメンイン

デッキ火災及び汕榊火災の消火使川

するIji的で配憧されてあるもので，一

方後部甲板地区の油火災に対応する為

め後部甲巌上にも同様発泡ﾉーズﾙが格
納されてあるbこれらのノズルは何れ

も機動'姪発揮する為め;前部プレッ
シャープロポーシーナーを経由した配

携に接続使川する為めピックアップ撫・
しの型である｡－

一方極めて'卜火災或は消火訓練川の

目的の為めに普遼の永だけの消火栓に
接隙して発泡する,ピックア､ツプ付発泡

ノズル叩ち発泡ノズルに於て，ピッ
クアップにより発泡原液を吸引するも

､可DP■一｡-、で､可!■U■~町宮

の）が筏翫腰配置されている。こ'鷲場財|､■

【笹』一

M";鯨晨鰯倉には
灘由

識して使朋出来る訳である。
署諏イラー室に対するエアー・フォー

・蠅火装徽としては,-マリン藍ロワー

之撫鱒熟繍撫､為
へ型吋の高さの所に六個のノズルを舷

鑓鯛ブﾘｯ影ﾔﾐプ向ボーｼﾖ差
を通って来た癖液が）くイブの果蝋Iと
取付けられたこゅう･ズル〔発泡窯〕よ

り放射される時室気を吸引して泡を簔
生簿発生‘した泡は反射板に当つ-蔭瀞か

ダ

I



ー

や

～

に床面上に流出し,.厚い泡の層で，床
面壁表面を瞬時に被覆して消火の目的

を達成する。迂油バイプの破損，漏洩

其他の原因に依るボイ・ラー室の火災は
．、.‐｡

この泡の層で被覆鎮火する事が出来る

エンジンルームの消火装置は,､前記と

同様に八個のマリン5フロワーノズルが

取付けられている。‘八個の内二個は送

油ポンプに対し,.一個は前部ポンプ室

に配置されている。

逮油ポ．ンプ室には上記マリジフウワ

ーノズ”の他に更ちに三個の塒別なオ

バーヘッドもフォーム・スプレ．－・子

フレクター(OVERHEADFOAM

SPRAYDEFLECTORa__が夫井に取

付けられてある。即ち火災の際天井よ

り霧状に泡を放出，殆も雲が降る様に

上部より広範囲に泡を撒布せしめるも
ので床面を覆うと同時に,'上部の配管

及びポンプも泡で包囲する事が，出来

る様にしてある。、

米国海上保安庁(U.S.COAST

GUARD)の規定に依ると泡消火装置

の泡の発生量は，三分以内に対象表面

讃全休を六吋の泡感冒で覆う事になっ
ているが，アト.ランテイック・シーマ

ン号のエ.アー･フオテム装置は，試験
の結果この規定を上廻ろ好成績な数字
を示した。

此処でエアー・フォームのその他の

利点特長を挙げて見ると，

先ずバルヴ一個の操作で水でも泡で記エアー・フォーム消火装臘の他に，
も自由に切換が由来るし，又発泡器を船全休にわたIり”ケ所に消防管理所

噸付けてさる個所全部で無く;目的のがあり各々に対し海水の消火径が装置一
個所だけに泡を発泡させた･り又,一個されている。この袴理所には,噴露ノ
所に送ってレイた泡を他卵ご切換えも自ズル<WATERFOGNOZZLE)及

由に出来る｡何れの場合も複雑な或はび6沢~9沢噴霧ｱブﾘｹー ﾀー が厨
熟練を要する操作等は一切不要で,メかれている。
インデッキ上の数個のバルヴの操作で．この他塗料倉庫，電気室には手動式
後は凡て自動的に行われるので，一人淡醗ガス消火装慨を設備された。

で然かも簡単且つ確実に目的を達成す船員の居室郷也要所には多数の消火
る事が出来る｡W 器を配徹し,消防の完全を期してい
又プレッシ．ヤー・プロポーシヨナーる。

内の発泡原液を消費し議した場合に斯くしてアトランテイック・シーマ
は,予備のプﾚｯｼｬー プﾛボー 鐺シ号は世梨最新のｴｱー .ﾌｫー ﾑ消，
ﾅーﾀﾝｸにコックを”え,その間、火装置を施し，白夜安全な航海を樹ナ
に予備貯胤擁〔普通5ガロン継入〕まている。

り原液を補給すれば,予備貯景縦のあ

る限り，交互にプロポーシヨナーを切

り換え使用すを熱こまり,絶え間無く

長時間にわたり泡を供験する事が田来
る。

アトランテイッ.ク・シーマン号のエ

アー・フォーム装置を一斎に使用する

とすれば一時に1000ガロン以上の発泡

液を使用する事が出来る。又この原液一

は水躯合して約'70'000ガロンの泡
を発生する。エアー・フォームは淡水

海水何れにも発泡し且つ物理的発泡な

ので気温，水温に影響される事も.少い

利点がある｡、

アトランテイッ昇・・シーマ零号は上

一一一一一一四〆ヨーヘー一～～一ハ

本文はアドランライヅ釘糖汕会挫保

安部長.J..HOWARD.MYERS｡氏

が.NATIoNALsAFETYNEWs､雁

発表されたものである。米国.NFPWf

並に|NSC×､の厚意に依り特に弊tt

に蔬訳発表を許可されたものである。

標題｡.ALIjOUTFORFI丑厚j
：．JPROTECTION.、

"NFPA･#･･'･NATIONALEmE

PROTECTIONASSOCIA-

TION

×蕊SC･･･NATIONALSAFETY

COUNCIL.

ナ

■

I

ー■一一一

’

開，機（了騨慧）
一
ン
一

７
鋤

ミ
レ

琴
、

ラシ”ヨナル注油器
●

･●〆争

●

フレ オ ン 瓦 斯 （ 無 募

(自動高圧）

臭｡無害の冷媒）

工業株式大阪
大阪営業所大 阪 市 束 区 北 浜 . 五 ノ ー

電話北浜（2鋤3731～2°1920.4631
束京事務緬 東京都千代田区丸ノ内丸上･ル三八一号

避話和田倉〔20〕3878°3879
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米國油槽船AtlanticSeamanの消火装置寓眞 且

~1
1

1

号

①エアー･フォーム・ノズ

ルAIRFOAMNOZZLES

船員がビック・・アップ付ノ

ズルで泡の放射試験を実施

して居る。

熟

ｒ
胸

～

窪
ご旨，

」

D

OVERHEADFOAM:

:SPRAYrDEFLECTORS

ポンプ室に取付け，泡を天井

より雲の降る様に広範囲に撒
布する。（丸印内）

～、

＝

①
、

②

MARINEELOOR
，お

NOZZLES

ボイラー・ルームに取付

け，床面上を泡で覆う目
的の固定式ノズル〔大矢

印）淡酸ガネホーン〈小
矢印）

一壱戸一五画－－2．
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寺
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'‘咽 ⑤

PRESSURE

PROPORTIONERS

発泡液を一定の比率で流水
中に混入する装置手前が
200ガロン，後部は100ガロ
,ン

〕
』』

画
輌
一

ｆ
｜
画
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⑤
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１
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一

①MARINEFLOOR
NOZZLES(矢印）

⑤PRESSURE
pRoPoRTIoNERs

20ガロンの小型のもの

今

』

＆

深田工業株式倉社提供一､

-(N.9.C.より転i鮫許可済〕

NATIONALSAFETYCOUNCIL,CHICAGD,U.S.A,）
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七

救・命索發射装『･置
凸LU

■一

Line-ThrowingAppliances･

救命索発射装溌は〃海上にお'ける人命の安

全のための国際条約〔1948年)〃により：その
第三章救命設備鋪ﾏ部一般第了f八規則に次の
如く規定されているb＝

.〔イ)齢舶は主鴬庁によ､り承認された型式の救

命索発射装綴弓備えなければならない。多

Q.)その装置は250ヤード“0米）より坐
くない索を合理的な糖度で運ぶことができる

ものでなければならない｡且つ発射鯉箇及び
'索4本以上とを含んでいなければならない。

新条約で外航客船の他に蛍物船にも必要と

なつださ規定された性能は従来のNK規則の
"●卓■

第3号以上に相当するわけで現行試験規程の

範囲内にあるとみて差支えない。発射器は現

梅ﾘ達距離に.より.5種j型により3種ある。

デ第.1號救命索発蔚器距離300米以上

業2號〃、〃300~250米。
第3號〃〃2 5 0 ～ 2 0 0 米

第.4號〃･."･2qO~150米
第5號′〃，150米未満
・普逼型〔ロケットに点火しロケッド作111で

；索を引いてゆくもの〕

短銃型〔短銃により亨鞍ツトを発射すると
共に点火,ロケット作剛で索を引くもの）

銃砲型(銃砲で弾丸を発射し之で索を引く）
普通型短銃型は短距離用,200米以上は銃

砲型を用いる｡'救命索I蝋質の麻，綿，絹索
一

がよい｡

写真の発射器は米国VAN'KARNERCH

EMICALA園iSFORP,型のもので，最n
大仰角38腹で熾難14001R(427米〕に逹ず
る。火薬艇も6～8オンス用いるが，短距離
の場合3～5オンス，練習時は1～2オンス

でよい。発射体は写真の如く柄のついた棒で
先端のアイに救命索を結びつける。救命索を
まきこんだ容器は発射の際風下にむけて45度

に傾けておく。狸風時はあまり仰角をつげな
いことが肝蕊である。写真下は小型船朋で携
僻用のものである。．

一

１
１

LineCarringGunmuzZleloading
α

U.S;CoastGuardapproved

VANKARNERCHEMICALARMS

CORP.U.S、,A.（ ）

＝

１
１

一

‐

VANKARNERSHOULDERLINETHROWING
●凸

GUNASSEMBLYMQDELV-KLT]4 一

’
本祇東京都銀座西4ﾉ5電砺京縦111~431"､‐8支店大阪宙鯉努町砿話総場2531-4

夢28－‘
－－4二一
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救命索器其の他赫号器具 ■■､

言末
f

1948に《コストガーl;年國際條約基く米國、キ

最新式米國製
口
叩

一面

6

新白本通商株式蕾耐日本總代理店

東京都中央厘奮町二丁･目十一番地

電話京橋(56)7116-9.7.110.直通5307,6722

支・店〔犬、阪、名古屋 〕

JRC無線装置
各種高級無線機取付修理一切

陸上局用無線機

超短波難線櫛

迭受信用真空管
無線雛用測定器
ローラン受信朧

商雛'用無線機
漁船用無線機

方向探知機

魚群探知:朧
船内拡声装置

、

､

部渋.符区羊駄浴4-693
且P

市北区堂烏中1-22

東
大

京
阪
‐
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シヤープレース

と粗悪燃料の 1「

iごP
●

野 博今

ー

一

最近のdieselshipは其の燃料饗の削減の為に粗悪燃
料を使用する傾向になって居り特に数年前より英国海運

通衿培1

界では此の問題を取り上げ相当な成果を収めて居り我が

国でも遅ればせ乍ら最近三四め造船所が此の粗悪燃料の
清淨試験及び燃焼試駁を行った様でありますが未だ夫々ご

のengineに対しどの程臓乞の粗悪燃料を使用し得るや
という根本的な問題が未解決の問題となって居る様です

或るengineではc重油:J0EA重油70%の混底油垂ら
ぱ保証出来ると割､叉他のengineではC重油のみにつ
いて保証し混成油にづいては一般的には保証しないと言
って居りますが,鉈づ我々 職の問題に取り組む場合に
ぼ油其の物の性状の研究と油清淨機は犬体水分挾雑物等

を除去するのであって,油其の物の牝学的組成を散拠世
しむる事は困難であると言.う事を念頭に置かなければな
りません琴此の観点に立って最も効率良き実際的な油清

■"

淨溌を粗悪燃料の演淨磯として撰択せねばならぬと思い
ます。以下簡単に弊吐で取り扱って居りますシヤープレ
ス油濃淨機について申し述べ御参考に供IL度いと存じま
す｡･我がシ,ヤープレス会社は粗悪燃料の溌淨用とし『て既
に1929年英国船･BrifishJUsticeに実際に取り付け非常
に良好な結果を得て居りましたが，其の後B6ierOilと
DieselOilとの価格差が僅少であった為に余り普及せ
ずに湾､日に至った訳であります。然し最近再び此の問題
が起り色々とdieselengine"kalと共同研究を行っ
たり，或いは独特の型式の回糖筒を作ったりして居｡りま$■￥

す。以前に良く使用されましたシヤープレス油清淨機は
No26FPresurtite或いはNo.6･Vaportiteでありまし

て回転衞は二6-5p-1号と申し此鮫的比車の小さい油の
講淨に適して居り,其の処理能力もA重油にて1500L/H
~1800L/H位⑳ものであり設計も油の比重が0．97篭分
離出来る様にしてありますが此の回娠筒では粗悪燃料を
処理した場合には其の比重や粘度の影響から其の処理能
力は30%~“%減少致し実卿”利用価値も粗悪燃料用
としては低下致します｡それで陣く職'6.vap｡xtite"
と言う新型のシヤープレスが謹案されま．した｡此のm6"
Vap9rtite型には16-18F-4冊型という特殊な回転筒
が使艸'されて居り従来のシヤープレス油溌甑幾の次点と
されて居た処理能力も飛雛的に増大しRedWoom,No,]

｝こて6000秒（源度30｡C)の如き粗悪燃料でも毎時1500

立の割合で処理する事が出来ます普通C亟曲乃至Boiler､
Oil(粘度RedwoodNo､1,30q.Cで1000秒迄の洲D

の満淨にはシヤープレス油清淨磯にてはCIarifier-

Purifier直列式を使用しなくても充分でPurifierのみ

で其の成果を収める事が出来ます。其れ故に△重油とc

鋤観合ぜしめてDieselOilの代用として使耐る
場合は大体粘度RedwoodNo.1で30oCにて1000秒、１

１
１

〃

以下となりますから他のdisctypeのCentrifUgeの

様にClarifier-PurifierSyStemを使用する必要なく処
理能力も2000L/Hを保証する事が脳来ます。然し粘度

’

1000秒以上のC璽曲のみを清淨す,る場合には大体,Puri-

fi"CIarifierSystemを使用しなければなりまぜんが
此のNo.1j6･Vaportiteのシャープレス油清淨磯ならば

PUrifier･ClarifierSystem-系統で其の処理能力は

1500L/H～2000L/Hを保証する事が出来，又此れに使用

さ･れるユ6-18F-43型回幅筒では油の比重は1,004迄

の油をも能率良く分離せしむ乙事が出来ます扱て此のシ
ャープIノス油蒲淨機を実際に使用して粗悪燃料の清淨を

行った結果について申し述べ度いと思います。先ず其の

成績を表記致し此れに就いて附記致し度い存じます。

下記の表はc重油についての試験であります此の実戦

の結果について考察致しますと何れの場分もPurifier及

びClgrifier共に8Ton～15Ton蓮続運転が出来エマ・

ﾙジﾖｼ等の分離不完全に原因ずる分關跡能とか1時間
乃至2時間でPurifierがつまって了う様な事はありま

せんでしたPuririerの残留固型分は砂とか鉄錆等金属

の酸化物等で其の蚤は極めて少い鐙でした，及Purifiel:

でば水側出口より油性物質が排出される様な率は殆どあ

りません。･此れは重力の'3,200倍の遠心力を有するシヤ

ープレス超遠心分離機の特色と言います｡.C1al･ifiefに

はPurifierの残留固型分の微細なものが其の主体でや

はり15Ton～20ToUの汕の蓮鰐的に濟淨する索が出来

まjじた。此れから考えて見ますと油に介在している固型

分は実際には非常に少いと言う事ガ擦知されます。今迄

のdisctyPeのCentrifugeではスラッヂ.として

PUrifieEの水側出口より相当溌の油性物質が排出される
，と言いま･j":此れは分離不完全の為に卜M来た油と水のエ

』
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して使用した場合に問題となるのは灰分である。タール’

釈物質や遊離炭素等,300盃に聯え去る様な物賓は太
fkengine,に対して其れ程の悪影響砥与えな，､;淑蜘f
I*engineが完全燃焼をしている場誉の事ぞあって完全;一

、中.

燃焼を保つには油の粘度を80秒以下に保たねばならぬと

の事です。次に混成物の問題ですが油の性質に依りA－．

重油とc一重油と混合した場合にはズラッヂの発生する；

場合力泌り此の様な油は例え芝"－プ.ﾚﾈﾙこ依急工も冠､:
全に清淨化する事は困難だと思われます。此のスラッヂ

ヅI蜘切なる場合に起るなと言うと大体baseの異る
二種の油を混合すると発生する場合が多い様です又例え
二種の油が完全に混合する場合も．水と其の混成油との乳

化性は増加する事は必定です。

混合せしむろ場合は此の点を充分調査してから膨入し

ないと思わぬ困難につき当る事があります｡以上篭だ簡
単ですが一応御説明申し上げます。‐

マルジゴンが排閃されるのであって此の量が多ければ油

の歩留が低下するのではないかと思われます｡次に分解

掃除の点ですが此のシヤープレスは単に回転筒の分解掃

陸だけで済みぎす｡此の回鱈筒は重量約4賀目で三個所
の分解で完全に掃除を行う事が出来ユ人の人員で僅か10

分～15分で掃除出来ると言う車は見のがせない点だと思
います。

此れ等の試験では油は85｡C附近に油‘を加熱して

Purifief及びClarifierに通過させて処理致しました。
以上の分析結果を見ますとタール沃物質及〔K淡素分は
Purifierに通過させてもあまり変化}恥い操ですが実
際にはタール状物質戯85oCという温度では油中に完全
に溶解して参りますか･ら此れだけを分離せしむる事は非

常に困難と思われます。米国に於てシヤープレス会社と

Cooper･Bessemer会社と共同試験を致しました折に当
社"LUbricationengineerのE.B.Rawlinsは次の

、
一

(巴工業株式会社技術部長〕様に言って居りました。即ち粗悪燃料をDieSelOilと
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先月開始されたニューヨーク航路

は-1-年ぶりの航路というので，海運

界を始め日本全休の関心を染めた上
に，鋪一船である飯野海運の若鳥丸

第二船の調刑合平安丸の織浜出港が，

日取りの上であまり畷りがなかった

のと，若島丸の速力が]､2ノット半な

の'二，平安丸の速力が14ノット半な

ので，俄然両舩のニューヨーク先着

争いが興味を引いて，街の話題にな
りましたが，これは結局最初の予定
通り若鳥九が8月15日にニューヨー

クへ着いたので，太平洋上の追い抜

きごつこは興味がなくなりました。
所がニューヨーク航路開設のこの

ような昂奮も，実際に配船して見る

と，往航は兎に角，復航の時の荷物

があるかどうかということが，船会
屯

禰･の頭浦の種になって来ました。

ニューヨーク航蹄の第一船を出す

ための集荷には，各船会社が馬力を

かけま．したので，若島丸は雑貨二千

l･ンを，平安丸は鋼材四千トン，雑

貨四千I,ン，合計八千トンを，浅香

山丸は雑貨四千トンを積み込んで出

掛けました。従って復航が満点なら

ばこの一航海で二三千万円の｡:､字に

なる筈ですが，そう予定透りに行く

がどうか，たとえ行ったしても第二

船以後もそれが継驍出来るかどうか

この点に大きな不安があります。

また先に開始された南米航路も，

往航貨物は雑鍾を主に,毎船四千ト
ンから八千トン位いの祇荷がありま

すが，復航にはケプラテヨ，羊毛

雑麗，綿花などが少量ある程度で採

對が取れませんし，インド･パキス

タン線も，その第一船である郵船の

、

、

、

春光丸が往航に五千五百トンを，商

-船の南海丸が七千滝百l､ンを，国際
のたるしま丸が四千トンを秋んで行

ったのですが，復航は期待したほど

の稜荷がなくて困っています』

そこで，各社は復航を活用する手

段として第三国間の輸送をもくろん

でいます，これによりますと，南米

航路ではアルゼンチンからインドへ

送る小麦が相当稜み取れますし，そ

の他の各航蹄にも相当な荷が獲得出

来る見込みがあるというのです。

もつとも，現在の復航における集

荷が想はしくないのは，夏枯れに加

えて朝鮮休戦の交渉による海外から

の買付け手控えが原因だと日本の海

運界は観測しているので，秋風と共

に荷物は動き出すものと期待してい

ますが，それにしても，万一に備え
て第三国間の輸送を各社が計画し出
したことは，慨明な対策です。

だが以上のような海運の動きとは

別に，本月に這入って海運界が大き

な関心を抱いているのは，対日講和
会議がいよいよ9月4．日からサンフ
ランシスコで開催されることに決っ
た点です，この事は日本の海運界に
種々 な問題をもたらすからです。
既にその影響のあらわれとしては，

現在の商船管理委員会をどうするか
の問題が起っています。

商船管理委員会は現在は米国海軍
日本商船管理委員会の指揮下に’そ
の業務を委任されて，帰璽輸送，米
船の稲航，日本商船の管理業務,M
STS(米軍輸送駿関)の用船の蓮絲
業務，以上4種の業務を行っている
ことは隔知の通りですが，講和条約
が調印されると，当然帰遮輸送の態
勢は解除されるし，日本商船の管理
業務や米軍輸送機関の用船漣維業務
も解消まるから,｡残るのは米船の運
航だけということになります。

そこで米船の運航ですが，この業
務を米国が引き鏡き日本に委任する

一一＄7－

一一

－8月のニュース解溌一

ことになりますと，これは新特需的

契約になりますから，この場合は次

ぎの三つのケースが考えられます．

．〔ユ)政令による現機講をそのまま

存続する。

（2）現溌露の要員を以て瀞会社を

設立する。

（3）民剛恐会社に入札させる。

しかし以上の三つの内，民間会社

に入:礼させる方法は不適当だとの声

が高く，これは実現しそうにありま
せん。何にしる現在同委員会で運航
しているリバテイ船ユ愛とLST型

39饗の米国船を，運航採算の上に立

って商業的に米軍需品や韓国援助抜
賓を輸送する新特需的契約が行われ
ることになりますと，その運賃収入

は年30侭円は確実と見られているか
ら,船会社へ入札にでもしたら大変
なせり･合いになる定っています。だ
が今のところ，米国側がこの問題を
どう取扱うか決定していませんの
で，日本側の態度も定まらない有様
です。でも今月中には米国務省の決
裁があるという話ですから，意外に
早く具体化するかも知れません。
次ぎに対日講和が海運界に投じた

最近の間題は，講和条約草案の中に
外国船唖運賀支払いの差別待遇を禁
止する条項が挿入されたことです。
元来，外国船の運賃支払で差別待

遇が問題になるのは，オープン。ア
カウント協定地域との貿易で，外国

船にドルまたはボンドを現金で支払
う場合ですが，これはわが現行法で
は,運俊支払､､が信用状額のFOB
価額の5％をこえる時は，透産大臣
の許可がいることになっています。
この事に対し予てから英国はこれ

を不当だと云って，その撤尭方を要，
求していましたが，今度対日講和条
約にその禁止条項を入れて日本側の

許可椎を喪失させたのであります。

こうなりますと，日本側の為替管

理は支障が出来，日本政府はこの条

ニヰーー

、
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項の削除を張く要望したのですが，

英国側が彊硬なので肖'1除は望み薄と
なりました。そこでこの対謡ま，結

局オープン地域では日本船を出来る

だけ利用する他方法がありません。

こんなことから，日本海運は船腹

をいよいよ必要としますが，第七次

造船は後期分の20万トンに対する船

主公募を目前に控えて，船価高と金

融感から，中小船主は新造よりも買

船を希望する傾向が謹くなって来ま

した。一流船主さえ建造饗数を減ら

そうと.しています。

なぜこんなことになったかといい

ますと，造船所の使用船台はn月に

なりますと，5万トン程度に減少す

るので，立月中に第七次新造の後期

分を着エ出来るよう船主公募を行う

ことにすると，船価は，前期分の平

均契約価額は1トン当りn万5千円

が，鋼材のスライドにより1万円方

値上りしていますから，現在の平均

の船価は12万5千円ですが，後期分
の新造のため鋼材価格をすえ置きに

するとしても，他の材料や経蜜が値
上りしますので，平均船価は理万円
を上廻りそうです。

そのため前期分に対する見返費金
の融資は平均1トン当り5万円で，

船価の4割に当りますが，後期分は
船価高で見返費金融蚕が船価に対し

5万円では少なすぎますから，後期

分には舩価の5割を職賛するように

したいというのが運韓省当局の希望
であります｡しかし,見返賓金からそ

れだけの融資が許されるかどうかは

現在全く見透しがつかないのです。
その上，前期分の船舶経常費は平

均7ドル程度でありますが，後期分

ぽ8ドル5Oセン1°程度になると思わノ
れますので，この経常愛で船を動か

すことになりますと，不定期船は片
逆だけ満船の場合は，現在の運質相

場なら採算が取れますが，迩賃相場

が少しでも低下したら採算がとれま

せん。そこで第七次前期分の服価を

採算船価の限度と見散し,後期分の
新造を見送ろうとする傾向が船主間

に謡いのです。

こんな有犠では第一も次造船後期分

の発注が思いやられますし，船腹拡

充の要求にも逆行する訳ですから，

何んとか新しい対錐を認じて，後期
分20万ﾄー ﾝの新造を支障なく進ばれ

ばなりません。だがまだこれという

対策の妙案は考えられていません。

そこで運輔省は船腹拡充の別な方

法として，諺和締結を濃会に，遼合

国に接収されている日本船の返還を

要求することにしました，

現在蓮合国側に接収されている日

本船は，317鍵，18万総トンですか

'ら，これが全部返してもらえるなら

相当船腹をみたすことになります。

運翰省がこの考えを懐くようにな

ったのは，これ等の日本船は，戦時

中の捕礎船ではなく，終戦後謹合国

側に用役された船ですから，用役が

終ったら返してもらうのが当然だし

用役中の貸料も支払いを要求するこ

‘とも出来るというのです。また在外

蚕産は蓮合国に取立てられるが，船

舶は純然たる在外黄産とは認められ

ないから，この点からも返還を受け

るのが当然だというのです｡

だが璽難省のこの見解が，よし正

しい見解だとしても,被接収船は現
在その大半が堂航中のものですから

船腹不足の折から各国と鰯単にわが
方の返還要求に応じて呉れるとは考

､えられません。従ってこれは講和

後，関係各国との外交交渉にまたね

ばならぬことになりそうです。

それは兎に角,､今接収されている

船の船価を,I､ン当.り8万円と見倣

しても，時価にすると，ざっと150

億円の莫大な額になりますから，新

造黄金に悩み抜いている日本海遮界

は，そのなり行きに大きな関心を寄

せていること､礁です。

－38－

しかし以上のような日本海逆の動

きの中にあって，講和と共に生気を

はらんでいるのは造船界でありまし・

よう。ロイド船級協会の発表により

ますと，日本の造船界は6月末現在

で，建造中の船舶52万665トン，こ

れは英国の2,''4,3'9トンにつぐ世

界第二の建造量だというのです。そ

れに講和の賠償条項に沈船の引揚げ

と,ぞの修理が行手に侯っているし，

外国船の注文も経済の安定と共に増

加する期待があり，邦船の新造も謹

行される事情にあるから，日本造船

は操業に事欠くことはないという見

遥しが立っている。恵まれた遥船業

界といわねばなりませんJ

だが現在，造船界を悩ましている．

のは，物価高特に鋼材の値上りであ

りましょう。鉄鋼の価格はこの所，

中形捧銅と形銅の一部を除くと，市

中相場ぱ大体大メーカーの建値を割
っていますが，その半面,9，’0月
額の一般鋼材に対する問屋，需要家

筋の大メーカーに対する先物申込み

は，メーカーの引受け予定の三傭に

なっている右様で，市況が軟弱なの

に大メーカーだけは依然堅調です。

これはS－9月糠の一般鋼材に対す
る申込みが引受通の平均'0倍に及ん

だのと比べると，9－]0月積みの申
込みほ大幅に減少したといえます
が，引受澄に対し申込が三倍も上廻
つては値段は下りつこありません。
市中相場が低いのに需要が少いの

は，市中物には不良品が混入してい
るのと，多量に買うのが困難の為で
す。鋼材がこの様ですから多量に鋼
材を必要とする造船所では，鉄鋼メ
ーカーの云値に支配されざるを得ま
せん。無論造船鋼材は屑鉄のひも付

価格が定っていますが之もどこまで
効力があるか疑問です結局日本の海
迩は海上睡賃の国際相場で頭をうた

れ，国内物価高に追立てられ苦んで
います。之を打開するには経済を連
に立直し物価を正常化することで

す。でないと海迩国溌も行諾まる恐
があります。
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－准舟“業の釜産業に占める地位一

造船エ業の全産業に占める地位’

第二篇企業経営面より見ﾆ造船工業

米 田 博
一

1．昭和25年度造船エ業及び鑛エ業生産観 第2表及び第3表に依れば，昭和24年度に比較して噸

和25年度が圧倒的に大きなエ事量を保ったことがわかる

昭和25年度の造船ェ業は終戦後始めての活況を呈し，が，計画造船である関係上時期によって非常に凸凹が多
そのエ事内容は第5次船〔昭和24年度計画船〕，第6次船いことに気づく。
､〔昭和25年度計画船)，同追加分，外国船，海上保安庁 か§る造船企業の傾向に比して他業種ではどうなって

警術等の新造船の他に,A型その他の戦時標準船の入級いるであろうか。先づ鉱工業生産指数〔昭和7～11年＝
エ事等の諸改造工事及び内外国船修理等であって，各大．’00〕によって全産業の生産傾向を見ると第4表とな
造船所は繁忙を極めた。

り，期を重ねる毎に急激に生産が向上していることがわ
之を昭和24年度及びそれ以前と比較して見ると第ユ表かる・次に代表的業種につむ､て昭和24年下半期を’00と

に示すとおりであって，平均エ事中船舶数により昭和25した生産叉は活動の指数を出すと鋪5表のようになり一
年度が造船界にとって如何に大きな飛躍をとげた年であ般に昭和24年度及び25年度初期はドツヂ政簸の識行によ
ったかが判明する。

り有効需要の減退に苦しんでいたものが，朝鮮動乱発生
第ユ表終戦後新進船実繊〔単位1,000G.T.).

を磯に，俄に生気を取戻し，さらに下期に向っては景蒙

、

を鑑に’恢に生気を取戻し，さらに下期に向っては景気

上昇を綾げ終戦以来かつてない活況を呈するに至ったこ
とを物語っている。

以上述べた造船業及び他業種の生産傾向は貸溝対照表
には如何に現われているであろうか。

2．企業經営内容比韓凝..:｝

第6表は造船エ業の代表的8社〔石ﾉ1I",浦黄，末日
G

本，日立，中日本，播磨，三井，西日本〕握っb､ての公

表貸借対照表を部門別に整理集計した‘ものである。この
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3）器器百貨店指数は毎月の売上高〔日銀統計〕により昭和24年度下半期平均を100として作成した。、
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－造船エ業の全産業に占める地位一

第7表業種別利益率及賓産賓本構成の推移表
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－鋸の科学一
今

うち東日本，中日本，西日本の三重工は他業種（車輔，る。

自動車，産業接械等〕のエ場を非常に大きな割合し､に港一方他塗業についても同様なことを行なって，進船エ

いて包含しているから，必ずしも造船工業をのみ代表す業と比較すれば造船工業が全産業中に占める企業経営上

るとはい,農難いが，之等の会社で造船工業と他業種とをの地位を察知出来るのであるが，経済安定本部編，昭和
分けるすべもないのでそのま畠とった。なお之等と同等26年度年次経済報告で第5表に掲げた14菜種について

の規模を持つ川崎重工は昭和24年下期の蚕料が未揃いの検討してあるのでこのうち造船工業についてのみは先に

ため，日本鋼管は鉄鋼部門が非常に大きいためにこの中第6表に示した数値を用い，他は同報告の数値を用いる

に加えることが出来なかった。と第7表のような企業経営内容の検討表が作成される。

之等8社の全造船界に占めるウエイトを昭和25年3月跨船工業についてのみは戦前と比較するために第8表に

末日現在の従業員数によって見ろと総数ユ01,570人中昭和7年上期11.年上期,17年上期に於ける各指標をあげ

60,299人を占めており，これは59,4%に当っているかておいた。

ら，以て全造船界を代表するとして差支えないと思われ

第8表戦前に於ける造船企業経営内容〔単位完〕
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業種遷定に当っては景査鐡蒙が一葉種につき数社でそため，ある程度費材微，労務鍵の値上りを見込んだ価格

の全生産〔又Iま販売〕蚤の過半数を占めることに重点をで契約しても，原材料価格叉び労務喪の値上りによる．

侭いたため，業種が製造工業，その中でも生産集中度のス1､高を吸収しきれない上に，護本の回転が非常に遅い

商い業種膳，対象企業Iが大企熱こ，それぞれ偏したきらため，どうしてもい豊収盆率を上げ得ないのであって，

いがあるが，それら業種の大勢を察知することは出来戦前で比較しても昭和17年上期に僅かに他座業と同等と

る。なっている他は7年上期，11年上期共にこ農にとりあげ

た他のどの産業よりも収盆率･が悪いのであって，殆んど
5．造船業と他業種との企業縫営内容比較 宿命的なものである。

鍵7表，第8表について造船工業と他業種との企業経(B)養産並びに喪本，負債の愛動

営内容を比較すると，”第9表〔図〕は造船工業に於いて25年上期及び下期にお

( 'A)利盆率ける養蕊及び負償がそ れ ぞ れ 前 期 に 対 し て 如 何 な る 形 l ご

造船工業の利益率が他産業に比較して如何に低いかがおいて増加したかをグラフ化したものである。

明瞭である。他業種特に糸ヘンの25年下期の収盆増に比元来固定蓑産の増加は自己賓本，長期負債，利益金の

して，造船工業，車輌工業は実数が少ないのみならず？いづれかによってまかなわれるべきで，短期負債，引当

一向に向上傾向を羅著にしないのは朝鮮動乱によっても金の増加によって充当されるべきではない。又棚卸費産

之等重エ業は主として修繕面でしか潤わなかったのに比のうちでも恒常的在庫等鉱前記自己蚕本，長期負悩等を

して，他産業は動乱域降輸出，特需，内需ともに活溌なあてる方がより弾力性のある経営である。

市況を呈し，それが製品価絡の高騰を招く一方，生産鑓この点腫留意して第9表をみると，費木の使途は獄ね

の要鋪したことに起因する。順調であるがなお門己資本と長期負横のi軸n分のみでは

元来利錠搭の増加には製品単価当りマージン.の増加と固定費産増を完全に賄なうに至っておらず，，固定費産

販売量の増大に伴う読本回転率の上昇の二つの因子が鋤の増加が流動費雄の増加に比して僅少に過ぎ，また外部
らく。しかるに潅船業に於いては受注競争が非常に激し割蘭の端加に比して自己賓本の増加が少い点は問題で，

いために製品単価当りマージンが非撒に'1,さいのは勿論賛木の蓄穣が十分に行なわれていないことを示してい

であり，且つ非常に長期にわたる工瓢につv､て契約する‐る。
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自
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エ 不健全な様相を呈している。戦前について比綾しても造

船エ業は他業種よりも自己賓本の占める割合が比較的'i、

さいのであるが，終戦後は繕に蕊著である。

(E)運轌賓本と流動比率及び盈座比率

企業活動の増大は，短期的には流動蓑室，短期負債の

増加によって示されるが，更に両者の差，即ち運転資本

が大きいときは，短期負債の相対的減少を意味し，事業

がより健全に営まれていると解釈し得る。

昭和25年度に於ける運転賓本の推移を見ると造船に波

いては電力及び車輌工業と共に,･25年上期より25年下

期の方が減少しているという変態を呈しており，流動賓

産，短期負俄の額がともに増加しながらその差が識少し

たのであって，短期債務の相対的増加による不安定な事

業拡張を意味しており，つぎに述べる流動比率の低下と．

なってあらわれている。

・流動比輩，当座比率はともに企業の短期負侭に対する

支払能力の度合を示すもので，これらの高い程,､短期的

にみて企業の安定性もしくは対外信用度が大きいと考え
られる。通常流動比率は200％以上，当座比孝は100％

以上を以て経営健全性の一応の指標とされているが，造

船工業では戦後は勿論，戦前ですら流動比率が20％に達
せず，造船企業の特殊性を物語っている。昭和24,25年

度でも造船工業は車禰工業と並んで全産業中最低位にあ
る。しかし他産業とても化学繊維，アルミニウムを除い
ては全部橡準に達して居ず，自己賓本読逵力の不足から
増加運転蚕金を短期負俄に仰がざるを得ない傾向が依然
として残っている。

(F)固定比率

固定比率は自己賓本の固定費塵に固定している度合を
示すか，造船工業は戦前よりは高くなって，固定蚕至が
自己賓本でまかないきれず，他人資本への依存が大きく
なり，長期的にみた経菱の健全性がより少なくなってい

ることを示している。しかし之は他業種にも一般的に見
られる傾向であって，すべて固定賓産の拡充が社債等長
期借入金によったためであって，これが改善は今後社内
留保の増加，社悩の増加への切替え等，自己養本の蓄秘
が行なわれなければ困難であろう。

4．企業經営面より見た造船エ業の地位

俗に造船はもうからぬ工業，割の悪いものとよくいわ

れるが，之は戦前の正常な菱に於ける企業比較をしてみ

ると判然とする.。

しかし，現在のみについて見ても造船企業が如何に賓

木の蓄蔵状況と収益力に於いて他業種に劣っているかは

前節に詳述したとおりである。造船エ業と最も似た姿を
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これを他業種と比i淡するに〔紙面の都合上他業種のデ

ータに省鴫する｡〕先ず気づくこと』ま造船業においては昭
和25年下期の前期に対する増加の方が昭和25年上期の前

期に対するよりも増加の絶対値が少ないのに，これと同
様な傾向を持ってし､るのは石淡業，車輌工業，肥料工業

のみであって，その他の昭和25年下期でぃL収益率をあ

げた業種ではすべて全く逆の現象を呈していることであ
る。之等はその他先に造船業について述べた諸点につい
ても極めて良好な傾向を示しており，特に自動車工業，

製紙業化学懲維工業’綿紡績業等は健全な働き方をみ
せてい愚。

(C)賓本構成の愛化
造船業は流動賓産の占める割合いが他産業に比して圧

倒的に大であるが,之は昭和17年度頃からあらわれ始めf
た現象であって，主として棚卸蚕産即・ら仕掛品と材料が
他産業と比較して非常に大きな割合を占めていること農
再評価実施比率が各業種中最低位にあり，固定蚕産が比
較的,I､さく評価されているためである。
しかし，昭和8年上期及び昭和11年上期における固定

賓産比率を見ると，なお向上の余地が残されていること
がわかる。

(D)賓本構成の窒化
自己賓本と他人賓本との割合に於いて，造船工業は再

瀞価実施比率の少ないことが主な理由となって’非常に
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内 火艇の抵抗試聡

伊藤逹、，郎

試験を行ったのは常備状態(NormaIConditioll)並
1緒言

ぴに常備状態の排水鐙の20％減の軽荷状態，15％増の満
〆

内火艇の模型について二三の抵抗試験を行ったので，戦状態'及び30％増しの満載状態IIの四つの状態で行つ
その結果を述べる。各艇の常備状態に於ける主要寸法等た。又各艇常備状態に於て，更にM918,920及び922で

は第ユ表に示す通りで，23米型3隻，83吹型1隻及び12＝は満敏状態IIに於ても，トリムを3つ変えて所謂Best

米型1隻である。模型の寸法は長さ約1米600で,M918Trm試験を行った。

からM921まで姓ai,5,M922は]んの木製模型で附加物抵抗測定と同時に模型の長さの前端及び後端に於て上

なく裸殻のま畠である。表面はクリヤーラッカーを塗り昇及び下降を記録し，航走中のトリムの変化を求めた。
滑らかに仕上げを施してあるb 浸水面積を求むるために各速度毎に波形を読みとった。
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盤
よりや陰前方にある

M920はV型船型で，水線幅。吃水共にM918より小

さく，方形肥溶係数は大きい。柱形肥溶係数は5隻中最

Ⅲ919大である。

病係、伽21は83沢型の丸底船型で,M918と比較して水線幅
鼠大吃水共に小さく，長さの割には排水量も小さい。叉肥溌

肥癖係数も'1､さいbLCbは割に後方に在る。

I9]8M922は12米型の丸底船型で’長さの割に水線幅’吃

一型4－

第ユ・図

2各艇の特徴

M918は標準型で，船型としては丸底型である。M919

はやはり丸底型で船尾にナックルがあるが，方形肥病係
数はM918と等しい。M918と比i陵して水線幅がや鼠大
きく’又中央魁.､蕨面もM918より大きく，従て柱脚凹癖
係数は小さい。縦方狗の浮力中心位置(Lcb)はM9]8’

の
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水及び排水量も大きい。又方形肥渚係数は5隻中最大で

y､chも5隻中最も後方に在る。
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3有敦馬力の算定

摸型の抵抗試験結果から実舶の有効馬方を算定するに
当り，23米型については次の如く行った。フルードの比

咳則が戒立つものと仮定して速度毎に測定せる波形から

蕊水面鎖を計算し，之に基いてフルードの摩擦係数を用
い摩擦抵抗を算定し，全抵抗からこの摩擦抵抗を差引き
剰余抵抗を算出した｡この剰余抵抗を実船に換算し，又
実船の摩擦抵抗を計算して実船の抵抗を求め有効馬力を
算定した。第3図に23米型3隻の有効馬力を示す。
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M921及びM922の有劫馬力は静止時の浸水面猿を用
いて算定し第5図に示す。

4有効馬力の比較
’

23米型の3隻の有効馬力をアドミラルティー係数

cadm(=譜関(､ton,V'sknot)の比で第‘図に
示す。M918のアドミラルティー係数即ちCadm(M918)

に対するM919及びM920のアドミラルティー係数の比

を摩擦抵抗に依る有効馬力，剰余抵読に依る有効馬力及
〃”／4.ﾉプ錐廷と〃周α獅獅
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第3図

尚普通の船舶の水槽試験に於ては，有効馬力の算定に
当って，航走中の浸水面穣と静止時の浸水面識との間に

差異がないものとして，静止時に於ける浸水面識を使用
している｡従て今回の試聴果を普通の方法で求めたの
と比較すると第4図の如くなる。此処では横軸にフルー

ド数F(V"")(Vm/sfc,Lm,gm/sec2)を用い有効
馬力の比で示す。即ち図から明らかな如く,M918では
浸水面識を静止時の一定値と仮定した場合の方が有効馬
力は過'1,に算定される。M919では高速で過小に算定さ
れるが低速では逆であるcM920では航走時の浸水面積
は或る値で大体一定している。排永量が少い程過小に算
定される。各艇共に軽荷状態を除いてはその誤差は2％

よりソ<きぐはないと見てよい。、
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次に83吸型のM921及び]_2米型のM9理はM9:l8と長さ

が異るので，長さをM918の長さに換算した場合のアド

ミラルティー係数の比較を第2表で示す。但しこの場合

M918のCadmは静止時の面積を用いた有効馬力に基

くものである､表から明らかな如くM921はM918と殆ん
ど大差ない。M922は長さの割に水線幅及び排水量も大

きく又浮力中心位置も5隻中最も後にある。この様な理
由で性能は最も劣っている。
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5BestTrim

トリムを変えて抵抗測定を行った所謂BestTrim試

験の結果の一例として第7図にM918の結果を示す。図

によりこの種の艇のBestTrimの傾向を知り得る。即

ちBestTrimの位置からはずれる事による馬力の増加

:'一~士二遜一_L-

王？■
ｆ
ｊ

一〃92〃

L－｣___≦…仏
一一も

i‐-

号､

’
一一=ﾔー

~一~i=ミコミミミ
一一一

〆
〆

〆

〆

zEL"__プ
ニ

〆
戸 一一｣_一

”
８
⑥

一
一 BES77~rﾉ〃C脈砿R

－

r〃”圧.野〃P〃αワノ8〕
一

一一一伊

一
一

グー

’ ’
鉾
一ふ

’
Ｊ
】

４
４” ■

０
■
守
－
１
■
■
Ｉ
Ｌ
■
■
・
０
１
日
１
９
ｊ
Ⅱ
’
四
０

P

側 ”、”．”．”副““．”

"rWZyj

第 6

p

I

I
牙‘〃、

図

に|"'f'"7"‘"伽卿7
、

22

芋芋司一言鴇一
0 2 2 1 一 一 壁

び全抵抗に依る有効馬力}こ分けて示した。図から明らか

な如く，皿9ﾕ8の浸水面程は他の二者に比べて大きいの

で，摩擦抵抗に依る有効馬力については，斑9麹の牲徒

が劣るが剰余抵抗に依る有効馬力が'!､さく，全馬力で比

鮫してM918が優れている。V型の班920はこの試験の

脳･度範囲では優越性は認められず，更に高速にならなけ

れば丸型より有利とはならぬ｡M919はM918と同様丸型
であるのに成績が劣っているのは，中央鱗減面面積がM

918より大きく，5隻のうちで中央横裁面係数が最大で

あり，浮力中心位置が最も前にあるのが原因となってぃ

・るものと思われる。叉船尾にナックルがあるため船尾の

。著しい沈下を防ぐがこの場合その効果が抵抗上有利にな

ったか不利になったかは不明である。
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が非附に大きく,XBestTrimの位置が逆度に依り比

較的大きく変る。従て実際に艇を使う場合にTrimを最
適の状態に可能な限り合せる事は非常に有利な事と云え

る。第7図と同様な図から求めた各艇のBestTrimの

位溌を第8図に示す。但し図の値は水線長の百分率で示

す。
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ー内火艇の抵抗試致一

β吾377.汗/〃α/斤雁S
<8r7Wj､7番泥〃＞

〃Cf激AL-

賊9里0がTri画最も少い°然し未だ滑走をはじめてはい

ない。満載nの高遊でやや浮き気味ではある。M虹9が

船尾のナックルの効果で船尾の浮下は少く2番目にTrirn

が少い。M922はTrixnの変化が最も多く，之はM922

の性能が最も劣ることと関連がある。然しM918と同様

にフルード数が0.7附近から艇が浮きはじめている。

Trimが急激に変化する所は抵抗のHumpと大体一致

している。

、7結語

以上述べた処は5隻の抵抗試験結果に基くものである。

結果としてM918が抵抗の見地から最も有利である

ことが蕊明した｡抵抗を支配する数多くの要因のうちで，
長さは勿論幅･吃水｡中央職裁面面積・Lcbの最遥の龍等

は以_この2，3の試駁からは未だ充分の結論を得られな

い。更I談の優劣を総ずる場合推進器を併用した自ガ絞
走試駁の結果に侯たればならぬ。実際問題とては波浪中
を航行する場合の推進性能についても比竣研究しなけれ
ばならぬ。殊に丸底型とv型で，比較的低速で丸底型が
琴水中の抵抗の上で有利であるが波浪中でもやはり有利
であるか，動揺'二程度はどうであるか，仮りに丸底型が
波浪中でも優れている場合にぞの差が建造上の難易を考
慮した場合いずれが右利であるかと云う問題がある。こ
れ等は今後の研究として残されているb

最後に一言つけ加えたいが，この種の艇の建造後の試
迩転の時の各種の計測結果は，艇の性能改善の有力な賓
料となる。然し小型艇程その計測値に疑問が多いが，球
度・回転数・馬力・排水量・I､リム等の計測は正確な計
器に依り｛諏劉性のある値を得られる様にしたいものであ
る。．〔運輸技術研究所船舶推進部〕－－－．､~.一一－－－－－－､へ_～~へ～-～今､鍔

（43頁よ･り〕

示すものは車鋪工業で，自動車工業が之に次ぐが，之は
輪遥機械製作工業全般の脆弱性を暴露したものであって
操業度の向上，収盆率の上昇共に一にか、って輸送要諮
の多諜と交通業〔即ち註文主）の企業内容及び原材料供
給価格の高低にあることは今後共に避けられぬ運命であ
ろう。

か、る経営基盤の健全化には企業内部に於ける合理化
の促進がその前提となることはいう迄もないが，之がた
めには操業度の上昇が先決問題である。
昭和25年上期及び下期は大型航洋船建造がその繕につ

いたばかりであるから，第5次，第6次，第7次船と経
綜的に建造する磯会を与えられた後の造船工業即ち昭和
26年上期及び下期の決郵を分析して見ると昭和25年度に
比較して非常にい侭結果であろうことは疑がう余地がな
いが，造船工業はこの機会に蚕本蓄談を強力に推進し，
之を手がかりとして本格的合理化をす嵐め，世界との競
争力を確保して，以て･世界市場の確待を計らねば，今日
に於ける企業経営面での釜産業に占める地位は永久に向
上されないであろう。

（経済安定本部総裁官局経済計画室勤務〕
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船 舶織装品と 輕 金 属
●

田 恭藏岡

１
１

気密区劃を作り2区劃まで浸水して

も所要の浮力を失わないようにした

組立はすべて溶接とし溶接棒は共金

使用である。塗装としては下塗に

｢フタル｣験樹脂塗料を，中塗に酷酸

｢ビニール｣叉は絹弱布を酷酸rビニ

ール」で貼り付け其奴上に白色ペイ

ントを塗った。

（ロ）菫要寸法

主要寸法は現在の規程通り外径

750mm内径420mmとしたが溌備浮
力を20kgと選定したので椣断周辺

長さを規程450mm以上に対し415

Tnmと減少させ又板の厚さは0.8mm

及び1.2mmの二種とした。重量は
｢コルク｣製6,7kg「カポック｣製4.5

kgに対し3kgとなり「コルク｣製の

ものと比べると約T/鍼少した。

（ハ）各種試鹸結果

高さ18mの高所から水面上に落下

させた処，板厚0.8mmでは多少凹

みを生じたが1.2mmのものは異状

なく職度も充分である，叉吊した浮

壌の下端に荷重90kgを加えたが永

久歪は認められない。耐蝕試駁のた

め地上約創0mの海辺に1年6ケ月曝

露した処表面無処理のものは表面に

白い粉を生じわずかに腐蝕が認めら

れた，中塗に絹調布を貼ったものは

全く異状無かった，酪酸rビニール」

を塗ったものは上塗の白色ペイント
が亀裂したが中塗及び-ド塗は異状雌

いので更に弾性雁富む白色ペイント

を選ぶ必要がある。価絡に就ては在

来のものよりわずかに高価であるが

火溌生産となれば更に安価になり得

る余地がある。

3 ． 船 灯

電気船灯は普遍銅又は麓銅の板金

製である其の城型組立等に持殊の熟

練と手数を要し大量生産に適しない

この欠点を除くため砲金鋳物によっ

てエ作の簡易化をはかったこともあ

るが重量が非常に大となり且つ高価

で実用性が薄かった然し材料を軽合

金とすれば板金製と殆ムど差異ない
までに重量を軽減することが出来る

設計要甑は次の通りである。

（イ）「グランド」『ボルト」「ナツ

1,」等は銅系材料とし其の他は凡て

舶用軽金属鋳物第1種は使用した，
叉は磨粍の摺れある部分には真鎌埋
金を月1いた。

（ロ）船灯の主要部は灯休，‐上部

灯体，蓋，下部灯休とこれらを緒合

する「ガード」から成り．これらは舷

灯，擶灯，船尾灯等各種の訟灯に凡

て共通のものとし互換性を高めた。

（ハ）在来の板金製のものは其の

構造上或る一定の大さ以下に造るこ

とは難かしいが鋳物製のものはこれ

よりも出来るだけ小型にした，

（二〕軽合金鋼ま｢アルマィ1．J処

理の上，下地塗料〔ジンクロフタル

酸系〕を使用し耐蝕性を充分なもの
とじた。

この結果試作した船灯頬は在来の

板金製のものと重愛は余り差異はな

いが価格は少し低廉となる模様であ
●

る。

筒油船灯に就ては｢ホヤJ上部に於
●

ける温度が380｡C程度上昇するので

現在其の対策を研究中である。

1．緒言

船舶の艤装品に｢アルミニューム」

系材料を使用することは数10年前か

ら行はれていたが耐蝕性，価格に融

点があったので熱こ試験的に採用す

ることにとどまっていた，が最近軽

金属の耐蝕性に就てはその材質や表

面処理法が著しく改題され実用_上殆

人ど不安がない程度に.なったので船

舶の艤装品に漸次軽合金製のものが
見られるようになった。当研究所で

も軽合金を利用した次の艤装品を試
作し其の実用債値を検討した。
イ救 命 浮 蕊 ロ船灯

ハ磁気羅針儀台

二救命艇用オールホ舷窓
筒このうち救命艇用オール及び舷窓
は船舶用軽金属蚕員会から調査を依
噸され供試品の供給を受けたもので
あり救命浮熱ま不二設計所が試作し
たものである。

2．救命'浮環

従来｢コルク｣麹ま『カポック」を用
いて居るがいずれも輸入に俟たれば
ならない叉其の加工#ま手工業的で大
量生産にば適しない，これに対し軽
合金製のものは素材単価は高価であ
るが大遼生産に職し宗全な密閉体で
あるから｢カポックJ製のように吸水
性による浮力の減少がない，叉1姪避
であるから取扱い易い利点がある。
（イ）設計要領

材･料は入手容易で安価な99形及び
99.3％の｢アルミニーユム｣を使用し
た、薄板の中空製であるから価撃に
よって損傷することを考慮しR箇の

１
１
１

I

1
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4．磁氣羅針儀台

船橋附近には羅針儀台の他「テレ

グラフ」自動操縦装蒋「ジヤイロレ

ピーター」台，接照灯，旋回窓其の

他各種計器台,格細錘ど多数あり
これらわ凡て磁性の関係上銅系材を

使用してをり軽合金の利用が可能と

思われる，軽合金は磁性に就ても不

安はなく，重量，価格の点で有利の

場合が多い。その一例として磁気羅

針儀台を球あげてみた，磁気羅針儀

台ば従来rチーク」が使用されてい

るがこれは輸入品で価格も高い又其

の工作方法も手工業的であり乾焼も

充分にしなければ年月の経過と共に

変形する心配がある。軽合金鋳物と

すれば径を小型にすることも出来，

木狸のものが上部に羅盆要け，中段
に｢チーク台l下部に議銅鯉台と三段

に別れているのに対し樹料を「ボル
ヒ｣rﾅｯﾄ｣『ｽ｣の外は凡て舶
用蛭合金嬬物鋪1種とし一体型とす
ことがIfi来其の工作方法が睡単にな

る重量も「チーク製」50kgに対し

職合製は35kgであり価格も若干安

価のようである。軽合金製磁気羅針
儀は既に相当量製作されているが何
等不安がなく将来｢チーク｣材のもの

に代って使用されるものと思われ
る。

5．救命艇用rオール」

救命艇に装倣する｢オール｣は普通

rタモ｣材が使用されるが長尺物の入

手に困難があり叉救命艇の金風化に
伴い艇体同犠下燃性とすることが望

ましいので軽合金製『オール｣を試作
した。

〔イ〕設計要領

試作「オール」の長さは4.60mで

『オール｣として最大のも虎ある径
は03mm(肉厚3mInの管〕で材料は
舶用畦合金管第ユ種である，屈曲応

力に充分耐えるよう主幹として前記

一

4

の管1木を縦通させること建し管の

一端を切り拡げへ型とし，穰双の水

切りをよくするため裏面に1.5nlnl

の極を付け擢匁の断面形状を菱型と
した。試作品は溶接構造のもの及び

鋲接構苫のもの農二種である。

（ロ）試騒給果

「オール｣が｢クラッチ｣に当る部分

で｢オール｣を支え握る部分に集中荷

重を加え，鯉匁先端の澆み魁を測定

した。その結果荷重80kgの時の擬

み量は木製で420mrn軽合金製のも

のは]70mmであり又使用状態の最

大応力は3.9kg/mm2.で安全率は木

製のもの約8に対し約5である。叉

｢オール｣を端艇甲板の如き高所から

投下する場合も考えられるので水面

上高さ15n]の位置から水平に落下
させた処鋲接のものは慰理の合せ目

から浸水したが涛接ののものは異状
なかった。

（ハ）使用上の注意等

目下実用実験中であるが耐蝕性を
保持する見地から塗装を施す必要が

あると思われる。筒｢’ラッチ｣に当
る部分には革等を巻いて鱈粍を防ぐ・

と同時に内部に木柱を入れて圧演に
対し弦度を増加する必要がある。

8．舷窓

在来の舷窓は殆んど砲金製である
がこれを軽合金製に代えることは重
量軽減価格の点からも充分見込はあ
る然し蒐度の点を考慮し水密性.を厳
しく要求される水線附近の舷窓とし
ては不適当と思われるから船舶用軽
金属委員会でD級舷窓が試作せられ
た。実験した舷窓は径300nzm<内蓋
なし〕4個で各部寸法は砲金製と同
一とし材質は舶用軽合金鏡物第1種
及び第2種でありいずれもrアルマ

'fi･」処理が施してある。水圧試職

をした処睡合金製は水高で7．型、潟

水したのに対し砲金製は18.51nであ

る。A.B.綴舷窓は]Omで涌水しな

－ 4 9－．
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いことを標準としているがD級舷窓

としては此の程度で充分であろう。

次に「ガラス」枠の開閉を約0。～

125。の範囲で繰辺し2万回行った

が軽合金製砲金製共に差異はなく，

何れもrピン｣の磨粍は認められなか

った｡更に高さ'0沢の高さから厚さ
200rmnの銅板上に落下させたか何

れも異状はなかった又「ガラス」枠

及び窓枠に荷重を加え破壊試験を行

ったが舶用畦合金鋳物第1種(m95

％〕を使用-したものが約760kgで破

壊し第2種(m910%)のものは1000

kgで破壊した。以上の結果から見

て軽合金製D級舷窓は充分実用にな

ることは明らかで重量はﾕ/鐸度又価

格も砲金製の約7割前後である。又

船舶に実際に装術された軽合金製舷

窓も耐蝕性の点で殆んど不簔がない
ことも略ぽ実証されている。

7．結論、

以上の各種獄作品は凡て実用可能
と思われるが，救命艇rオール｣や救
命浮雲は在来のものIこも浮力の砿実
な点で長所がある。価格も同等又は
梢低賑である。．但し耐火能力を考え・
れぱ軽合金製のものとせねばならな
い。然し船灯舷窓諸計器合のような
在来主として銅系鋳物で作られてい

たものを軽合金鋳物とすれば重量価
格など有利であり将来広く採用せら
るべきであろう。但し耐蝕性を充分
考慮せねばならないからその素材成
分を充分吟味するばかりでなく塗装
「アルマィ1．」処理など其の用途に

より適切な表面処理を必要とするこ
とは勿論である。

〔運輸技術研究訳）

一
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１
た鋲打工の言によれば，打って居る、

最中終り頃になると，中から鍋が膨

れて出て来る雛手応えがあったそ
うである。如何いう訳でこんな工合

になったのか今に至る迄判らない。

鋲の材質を分析して見ても別に外の

ものと大差はなかった、古い鋲打工

に聞いて見たが，こんな眼に会った

事は始めてだといった。兎に角不良

鋲なので，ポインI､の大きなもの

]000本余を切りとり，打ち替えを行
ったが，その後には再び同じ様な現

象は現われなかった。鋲材α驍械的

性質の如何によっては，銭め方法と

も関連し，こんな傾向があるのかも

知れないが,遂に原因を突き止め得
ずそのままで今に至っているのはこ

れも筆才の不勉鵠の一つである。鼓

形になった鋲のスケッチは数十とっ

てあつだけれども，今は錠け失せて
仕舞った事は残念である。

筆者が海軍に這入った頃には，ま

だ手打鋲がないでもなかった。新艦

には勿論使われて届なかったが，沖

修理等で動力め無い処には使われて

いた。2人が向いあって，小鎚で手

早く銭をたし〈雷は，裳気鎚の様に

騒香がなくて長閑な感じがする。昭

和になって鐙入って来た人達は最早

手打鋲の味を知らない’堪脅が職須

賀作業主任時代，出師難i術計画にあ

る末利用工場に演皇的註文を出す事

が定められて，凋巻のある小j;"船所

にものが出た事がある。その時舶殻

主任であった西脇苑二if船少佐〔終

戦時大佐）が現地に行って見た処，

動力識俄は全くなく，捧孔を手ポン

チでやり，鋲は手打ちで鉄めるのを

見て，流項の西島君も驚いて感心し

乍ら癌って来た事を覚えて居る。こ

の時代の錐涛等の一般捷難jﾉ針は，

何もない処でもいざとなれば，船は

出来るし，また出かさなくてはなら

ないというのであった。これより前

呉に居た時，ある主力艦のトップ。
÷．､－50－－－

マストを換えねばならない事があっ

た。船具工場主任を兼ねていた筆者

は，これを演.園作業とし，フローチ

ング・クレーンを使用せずして実施

せしめた。その作業の日，筆者は生

桶出張不在亀るので,同瞭の渡辺
隆吉避船少佐〔後に少将〕に万事を

依頼して出て行き，心配しながら燭

って見ると，うまくいっていたので

安心した事があるが，これ等はその

指導精神の現われの一つなのであ

る。然し乍らこの指導糖神は，今か

ら考えて見ると大いに悪るかつたと

思う。

漢口の場子穰需廠に大正11年から

12年にかけていた時，こ豊にはヤー

ド・ク・レーンが一つもないので，繁

者は王光撒長にその据え付け方を勧

めた処，社長は苦力を銅貨の30銭

(銀貨では15銭)でいくらでも集め得

るものであるから，経済的に見て其

の必喪を感じて居らないと一蹴され

た事がある。磯械力を使う方に頭を

向けず，何もなくても出来るではな

いか，また出来る様に訓練して侭く

べ‘きだ等と言って居たのは，やはり

支那奥地向ゐ訓練に過ぎなかったの
である。飛行場の設置に，殆んど人

力許りを使うのと，溌械力を主体と

するのでは，如何にその差が大きか

ったかは，誰の肝にはっきり銘じた

事である。兎角造船屋はものがなく

ても我慢する癖のあった事は

この際難かに改めなければならない

と思う。

室気ハンマーは始め和製のものは

なく，ボイャーとかインガーソルと

かいう外国製のもの許りであつだ。

その後大正末期に英の楠修錐技師の

発明特許があり，これは広島式とし

て宇品造船所から発売された。瓜生

製竹所とか油呑製件所も大正時代に

は修理だけをして居だが，その後に

外国のものを真似て夫れ夫れその社

の製品を売る様になった。しかしこ

’．

｜思い出す儘に

I 禰 田烈

續錘′匡漫談

鋲のポイントの皿の高さは，始め

］ﾉ16吋と海軍で規定されていたが，

高､苛腫では抵抗と重量軽減とを考慮

して一時ﾕ/32吋に減らされた事があ

った。処がこの]/32吋に仕上げる事

は中々難企しく，兎角鋲打工は銭長

の短かいのを銭めて御茶を濁ごす傾

向が現われて来るので，打ち上げら
れる鋲ｷま鋲自体として面白くない。

そこで繁者はある高..’鑑の外板鋲全

部を旧規定通りに鮫させて済まして

居り，他の建造所の同型艦と速力試
駁の結果の比を持った処，幸いこち

らの鱈が最高速力を得て居たので，
別にこれに対する支句は出なかった

しかし若し遮力が少しでも他所の艦

に鮫べて減っていたら，嚥叱られた

事であったろう。其の後ポイ"ントの

i蒲さは再びもとの1/16吋に逆戻りし
た事を覚えて居る。ロイド等でも鋲
･のボイン1,は割に高い事を望んでい

るが，高い方がよい鋲となるのある
でから，当然の事と思う。他の条件
は多少満足させなくても，鋲は鋲と

して強度上並に水密上完全である事
が望ましい事には誰も異論はあるま
い｡

軍艦長良のキール鋲を銭めさせて

いた時，鋲孑I鋲長が同じなのに，ポ

イントの仕上がり径が普通のものよ

り余程大きくなる不思議な現象が現

われた率がある。検鋲して見ると，

詰まって居らない事がよく判るのも
あるし，余りばつきりしないのもあ
った．切りとって見ると鋲は中央部
力･鱗形に括れているのである。鮫め

ｌ
側

ｰ

夕

～

一 － － － －



學立
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れ等のハンマーはカタログに依って

,騨貿するのが普通であって，別に科

学的な規絡は無かった。鋲打エは使

って見て，自分に気に入ったものを
屯

推奨する許りで，そこに何等の理論

的根拠は無かった。鋲打エは打鑛力

の相当あるものよりは，反動の少な

いものをたぎ単に歓迎していた。そ

れで自分の気に入った反動の少ない

ハンマーがあると，自分の道具箱の

中にそれを仕舞い込んで人手に渡ら

ない様，器具修理場にも返さず独占

これ努めたものであって，器具修理

係を手こずらさせていたものである

筆者が昭和3年から5年にかけて

臭の験具エ場主任を談ねていた時，

係員にL1.本信則エ手〔後}ず技手＞が
いて，補修雛技手〔後に技師）指導

のもとに，ハンマー・テスターを工

夫製作した。これは空気消菱量を計
り得ると共に，打撃回数及び打撃力

を図に自働的に示す様考えられたも‐
のであって，今でもこのテスターは

p砂製作所に残っている筈である。
空気ハンマーをこのテスターにかけ

て見れば，その力遼は一目瞭然であ
る。従って新品は勿論の事，修理を
した際は一々 -テスターにかけて見て
完全に同態に復したか否かを識べ得
るから，同一型式のハンマーはすべ

て同じ力量に諦整し置く事が出来

た。そこで鋲打壬が侮朝争ってよい
ものを取ろうとする事や，仕舞い込

む事がなくなった為，器具整理の上

から見ても好結果を得たし，また必

ず器具係に安心して返しに来るから

器具の手入が充分に出来て，ハンマ

ーの寿命を延ばし得たのである。

それにまた鮫鋲に要する力量を数字

的に出し得る様になったから，種々

の実験研究の結果を理論的に解祈出

来る様になったので，絞鋲廃係に一

夫巡歩を齋らしたものであった。筒

下リル・テスターも出来上って，ハ

ンマー･テスターと同様の成果を収

めたのであるが，この中本技手は優

秀な才.能をいだきながら早逝したの
は進憾至極である。

昭和5年の頃であつだと思う。径
3吋の鋲を銭める為に，奥で呉式の
空気ハンマーを試作実験した事があ
‘る。将来の大主力艦の甲板甲鉄鮫鋲
用として必蔑の生ずる可能性があっ
たので，前以て実駁したのであっ

た。このハンマーの製作には矢張り
前述の締技師が当ったのである。使
用空気圧力は100封度であったが，

ハンマーの大きさは長さが1米を超
した様に記憶している。であるから

2人でハンマーを持たないと操作は

〆

一随 筆一

出来なかった。実物の鋲をこれで鐘

めたのは，沈錘の頭の瑛用のもので

~あったが，何しろ3吋の鋲となると

族焼に苦心が要り，1時間余りもか

かって漸く焼きあげげたのであっ

た。このハンマーは其の後実際にこ

れを使用する穫会は起きなかったけ．

れども記録的の事項であると思う。

航室驍用の空気ハンマーは小型で

その製作には糖密譲械を要する。市

販のものは相当粗製で破損事が大き

かったので，筆者は航空本部と話し

合い，楠技師に依緩して独特のもの

を考案して貰った。愈々出来上って

広の航室廠で実用に供し出し，評判

がよくなった頃譲戦となって仕舞っ

たので，折角のハンマーも世に広め

る事が出来なく消えて仕舞ったのは

斑憾である。‘､ンマーの各部の材質

其の他に改良を施さなければならな

い処は多い様である。ハンマーの様

に割合に手軽に出来るものは，兎角

似て非なるものの駿厘し易いもので

ある。これを防ぐ為には，使用者が

細かい部分に常に注意を怠らず，業

者を突っつく事が何より大切で｡あ
る。戦後のェ業界をして真面目な製

品以外は，世の中に出ない様なもの

としたいと望むめは，徒ら&こユートー

ピアを描くたわけ者であろうか。
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船舶鳶眞集（195,年版〕
④

定価150円〔送料35円〕

A勗版美腿装I膜上質アーI､紙140頁

〔内容〕戦後新造殻在来船改造船輪出船戦前優
秀磯外国優秀総

日本船腹要目一臨表写真掲職船舶合計約190隻
ザ写奄グー苧琴一爲｡司〆更夛密画華､壼写砦､グー､Fw蛇、〆“…電シーーログン向ハデ

船舶 電氣装備
A5版400頁定価450円〔送料35円〕

石川島造船電気課長三枝守英著

〔内容〕睡気の基磯智識．船舶の電氣方式，發電婆電蓑
霊感力驍置・配電鐙甲板部機械．機械部機械．航海機
械．照明，邇信．信號装鐘雷気推進.電錬.溌気的腐蝕．

、~～v､次號内容一~､-－
米国に於ける船舶修理エ事費見積蚕料中山和也
蒸汽の断熱降下井原敏男
救命浮器と乗下船用櫛子の仕様露永品政雄
船舶英蠅内装飾美)･デザインのあり方平山了也
舶舶と日本エ業規格についてエ業技術庁

・ ヶ

、ﾊﾊﾊｰｰ筵刊豫告一､~－，

舶用機械罵眞圖集〔限定版》A－4版
美麗アート紙〔200頁予定〕予定定価1,000円（送料共〕
舶用主樫，汽鑛，補機等に恥て，各磯械の種別及メー

カー別の最近詳細なる写真,図表と解説笑積表専を広
範囲に粟鋒したもので，日本船舶用機械の実勢がこの一
冊で一同に理解出来ます。本譜は限定版につき前以て御
申込下さい。定価その他決定次第御通知致します。
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1．－般計霊、

(a)重力型端綴鈎に使用するウインチには溝のあるド

ラムを備えそのドラムに鋼業を一重巻きにするもので
なければならない。‐

メカニカルダピツトに使用するウインチに備える

ドラムは溝のないもので良い，叉銅素を一重以上巻く
型式のもので良い。

(b~)ウインチは重力のみに依って救命艇を降し得る様
に設計し降下力の為に格別の設備をしてはならない。

ウインチには吊索をゆるめる為に適当なハンドルを
設ける。‐

<c)一つのウインチをNestedlifebootの場降しに
諭.胴する場合手動に依って速にNeStedlifebootの

方に切替えられる鶴こ設備せねばならない。
(d)ウインチの溝のあるドラムのfleetangleは8度
以下とする，又溝のないドラムのfleetangleは4度
以下となる。

(e)救命艇吊り揚げの為適当な装弼をなし且つ別に品
揚げの為の手動曲柄を設けねばならない。
(f)救命艇ウインチにﾙま帆布製覆布を設けねばならな
い叉ウインチを急速に使用出来る鵜覆布上の氷をこわ
しやすい様にせねばならない。

<g)重力型鈎に使用するウインチでは吊索はドラムか
ら鈎のtl･ackwaySの上部に導く様にしなければなら
ない。

(h)mec]1anicaldavitに使用するウインチの吊索は
ドラ‘ムの下部から出し且つ成るべく甲板に近づける様
にする。ウインチを作動するのに吊索が手動曲柄等の
邪礎にならない様に賎計しなければならなし､。
(i)救命艇の降し作業をする人に救命艇の陣F状態が

、

良く見し､る様にウインチは般計されねばならない。
<j)ウインチの掻度計算及ウインチの試験に於ては人
1人の璽愛は165封度とする。

(k)本仕様醤に適合しないウインチについては其の熊
造設計強度等についてコーストガード司令官の特別の
承認を受けなければならない。

2 ．構造

(a)ウインチは救命艇を満載状態で安全に降下{{{来る

ものでなければならない。

又承認されたWorkingloadで救命艇を降f.ずる
場合如何なる状態にl於ても材料のultiInatestrength.

に対する安全係数は6以上でなければならない1

(b)ウインチに使用するgearは畷Ornlgeal･,spur

gear又は其の組合せでなければならない｡

認てのgearはmachinecuととし材料は鋼。ブロ

ンズ等を用い鋳鉄は使用出来ない。

Xgearは軸にkeyを設けて認蓋しなければなら

ない。

<c)ウインチの働く部分を締めつけるのに使用する

screw,nut,bolt,pin,keyには適当な10ckwaSher

叉はcotterpinsを設ける，

(d)ドラムは之に捲かれる附索が互に触れ合わぬ様に

設計し且つ同じ速度で繰り出す様にする

(e)ドラムの径は吊索の径の16倍とする。●

(f)ウインチには降下作動を制御する為zI皇月1のweigh-

tedlcverbrakeを設ける，之は常に〃on〃の位置に

侭き特に〃of〃の位置にした場合も連に〃onヴに復し

得るものでなければならない。

(9)前記のweightedlevel･brakeに加えて下降動

作を制御する為にGovernortypebrakeを設ける

之のbrakeは下降速度を毎分x00沢以~ﾄ゙ に制御す

る様に設計されねばならない。、

<h)ウインチの各bearingには職挙な方法:ご依る注
油設術を設ける叉wornlgearを使用する場合worm

wheelはoilbathの中で作動する様にする。

Xgearcaseの中のoilleverは容易に計測出来

る様にする，、ウインチには注油図表を取りつけ之の表

に温度の限度を記入しなければならない。‘

(i)救命艇ウィンチに捲上げの動力を備える場合はク
ラッチを設けて降下の際は絶縁する様にしなければな

らない。

(j)電動ウインチの場合雛実な電力制御装嚴を設けね

ばならない。

捲き上げの際はmainSwitCll又は制御器をゲOnW

の位掴に取らねば作動を開始しない様に設計-rる。
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－救命錘ウインチ仕様謬一

(k)重力型鈎に電動ウインチを使用する場合は一組の

端艇鈎に2個の1imitswitchを設けdavitarxnが

下降して最後に停止する位置に近づいた時其企速力を

識l御し損傷の生じない様にしなければならない。
此の2個の1imitswitchは直列に綜合し一方が開

けば両方共電流邪止まる様にする。

(1)ウインチを操作する人の手のとどき律すい所に電

流のrnainlineの危急switchを設ける。

之の危急swifchは適当な方法で1imitswitchと

兼用しても良い。

(m)電動ウインチを使用する場合は手動曲柄をウイン

チの作動軸に噛み合わす前に‘ウインチへ供給する電流

が断たれる様に設計する。

又手動曲柄を使用する間は電流は断たれて居る様に

する。

以上の目的を達する為に撲械的な方法を用いる時は

承認を噸なければならない。
(n)モーター，スウツチ，電線，等で甲板上で使用す

るものは防水式のものとする，叉室内で使用するもの

はdrip･proofとする，以上のものはAIEEstandard

N0.45に依らなければならない。

(o)一切の動く部分には適当な防衛物を設ける。

(p)ウインチの製作に電気溶接轡使用する場合はコー

スi､ガードABS.又は海軍の発行した証明書を有す

る溶接工を使用しなければならない。

q)ウインチの架穰に1は検査孔を設け内部検査が職来

る様にしなければならない。
、

<r)蕪一タークラツチを弧用し一つのモーターで二つ
のウインチを動かす場合クラヅチは同時には一つのモ

『一夕一のみに使えるものでなければな．らない。
クラッチを作動する柄は震動のある時に於ても何処

の位置にも停止することが出来且つ中立の箪置に置く‐
時は両方の救繩が同時に降下する様に設計する。

れる。

<b･)型式承認をなす爲の試翰

（エ）ウインチは船舶に取つけた場合と同様の状態に
於て製作所に於て検査官立会の上で其の狸度及作動
状態の試験を行う。

.non-grooveddrurnsを使用するウインチの場合

はドラムに承認された捲數だけ吊索を捲かねばなら
ない。

（2）ドラムに付ては船に備えた場合と同じ方向に
workingloadの2.2倍の荷重をかけて引張る。
之の荷重が20眼下降した時にcounterweight

・のみで下降が止まる様にする。

（3）前記の試験の経った後ブレーキの表面を濡らし
て（2）と同様の試験を行う。．
但し之の試験はbralreが外部に表れて居るもの

のみに対して行うのであるb

(4)workingloadの下降速度は100!R/分以下で
30眼/分以上である様にgovernorbrakeに依っ
て調整されるものでなければならん。

(5)Workingloodの2分ユのの荷重をなして降下
状態の速力及動作を試験する。
之の場合も下降速度の限度は前記の邇である。”
之の試験は救命艇の室船状態に於ける下降状態を

見る為に行うものである6
(6)workinglodaの1．1倍の荷重をなして数回ウ
ーインチに依って揚げ降しを行う。

此の試験に於ては降下距離の合計が500沢以上に
達する必要がある。

・此の試験に依って相当時間使用するも異状のない
ことを確かめる。

（7）ウインチは手動に依づてworkingloadの2分
の1の荷重を容易に引き揚げ得ることを試験せねば
ならない。重力型鈎の場合はworkingloadの2分
の1の荷重を端艇鈎の上部迄引き揚げる試験を行う。

（8）以上の各試験を総った場合はウインチを解放し
て内部識験を行う。

<c)型式承認されたもののエ場徐査
型式承認を受けた後に於ては各製品〔ウインチ）に

ついて船舶に振付けたと同様の状態にしてworking
1oadの1.1倍の荷重をなし之を20沢下降し其処で
counterWeightのみで停止さす。

之の試験が円滑に行われた場合は他の試験を省略出
-来る｡但し検査官が之噸駿のみでは満足出来ない時
は前(BJの(5)の試験を遁加して行うことが出来る。

（海上保安庁〕

I

、

、3 力量

ウインチは詳細な強度計算に依って其のworking
loadに対して材料のultimatestrengthに対する安
全係数が6以上になる様に設計される。

夢

4 試 験検査

(a)材料試蕊

製作所は使用掴料の物理的及び化学的性質に関する
証明霧を提出しなければなら種い･

之の証明書は製鋼所等材料の製造所に依って作製さ

－53
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不見轄買船

L－．－－－－＝ツテ.イ生一

中古船の輸入が話題になってから
かれこれ2年たつ。昨年の新年号で

あったと思ふが，さる海運雑誌で業
界識者の中古船輸入是力非かを掲げ
たことがある。海運界は養成造船界

は反対が大体の色分けであって夫々
立場立場の相違が明かに出ていた。

それから丸1年過ぎた今年となって

その養否に拘らず国内消黄生産物費
の半量は日本船で輸入するだめの船

一

－

腹所要量の問題と朝鮮事変を契期と

する海上迩賃の暴謄から中古船齢入

ラッシュとなった。今更是非の議論

は無用でありこ,こでそれを取り上げ

ようとも思わない。

さて現在までに輸入許可となった

船ば26隻14,450総噸，買船契約
が成立し許可申請中のものが6隻と
伝えられている。26隻に対する内訳
は19社，3隻輸入が日本汽船第一

汽船の2社，2隻輸入が旭汽船三井
船舶日産汽船の3社で他はユ隻宛で
ある。船籍は英国が多く，《ナマが之

に次ぎ，船級はロイドが大部分で
AB,BVがユ隻宛である船齢は

三井船舶の2隻〔タリスマン現浅香

山丸，ドニアナチ現朝日山丸〕日本

海汽船の1隻〔ノースカンブリヤ現

麓蕊騨態鴬:鰯
なく，船齢40年の船に至っては寧

ろ中古船と総称されたのを光栄とす

べきであろう。

タリスマンもこの26隻中の1隻

ではあるが，ノルウェー船籍時代清

水沖での火災遡難は未だ読者の記|意

にあることであろう。8,000万円で

三井船舶が落札し3億2000万円（？）

で生れ変った浅香山丸は例外である

が，大部分の輸入船は船質船歴現況
－

寺 へ一一

取外し装置(救命艇)仕檬害
‐

1．一般計雷

(aフ救命艇の取外し装置(Mecha-

DicalDisengagingApparetuS).は

救命躯の吊索に張力がかかって居る

時に救命艇の前後両端が同時に外れ

る様に設計されなければならない。

(b)木仕厳書は遠洋及び沿海航路

の3,000G.T.以上の船舶の救命艇

の取外し装置に適用される。

2．構造

(a)取外し装置は救命艇を満戯状

態で安全に卸すに充分蝉力を持た

なiければならない。

又満赦状態でフックにｶかる力を

基準として材料の安全係数は6以上

でなければならない。

(b)取外し装置は吊索に張力がか

かって居る状態で救命艇の前後両端

が同時に外れるものでなければなら

ない。又フックに接続して居る回転

刺|を回職するだけで外れるものでな

ければならない。

回転刺{を廻さす為の操縦装厨は赤

一一米国船用品規絡一一一
､

いぺインﾄを塗り且つ〃危険一取外

しハンドル〃と良く見える様に書い

て置くこと。

回転さす為の装摺は近寄り易い処
に取り付･け且つ救命艇解造の一部に
確実に締めつけて置くと共に救命艇
及其の設備品の検査の邪魔にならぬ
様な所に設けなければならない。

(c)ClosedTypeHookを使用

する場合は取外し装置を用いずに滑
車の部分で救命艇の取外しが出来る
様に装置せねばならない。

“〕各Bearingには夫々 確実に注
油出来る様にせねばならない。
(e)熔接で瀧造する場合熔接工は

コーストガード，海軍叉はA､B､S.

の発行した証明識を有する綴使用
し且つ熔接棒は承認を受けた型式の
ものでなければならない。

3．試聡検査

(a)型式承認の為の試験検査

（1）建造中検査官立合の下で材

料及び総進が図面及び仕様書の通り，
1

－54－

、

ノ、
p

か

、

ー － 一一一一一一一＝一一

のものであるか何うか検査する。

（2）取外し装置の回転軸に

Universalconnectionsを使用する

場合は刺lを夫々 0,30,60度回転し

て之の回転が正しく伝へられること

を検査する，軸を回程する長さ24叶

のハンドルの端に200封度の力を加．

えて

Universalconnectionの強さを

試験する，この試験に依って

UniversalconnectionにPerma-

nentsetが生じてはならない。又

ハンドルを操作して取外しの動作が

･円淑こ行われることを被査する。

（3）以上の試験を終った後之を

実船に取付け救命艇を満載状態で水
面上に吊し実地試職を行い其の作動

が順良で且つ他に支障が起らないこ

とを確認する。

(b)型式承認を受けたものに対す

る検査

型式承認を受けた取外し装置につ
いては之を実船に取付け救命艇を室

総状態にして効力試験を行う。

～

、

.’
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のかと今更のように不思議にさえ思

う。これでも20数年無事に航海じ

続けて来たのである。操航室の後に

小さな無線室がある。出力は250w

で七つの海を跨にかけて来ている。

無線室の一隅が局長瞳に当ててある、

操航はスピンドルで磯城室後部の蒸

気操舵磯に至りChainとRodで舵

頭に行っている。旧式と云えば正に

その通りであるが，これでも航海に。

支障のなかった事は之亦事実である。

船紘に入ると先づSparrii]gがない

Ceilingも鯰口直下だけにあるに過

ぎないごWinchの能力は小さくギヤ
ーも亦磨耗し切っている。Winchz､

の蒸気管の径の'1,さいのも異様な感
Uひ

じを受ける。驍関室をのぞくと巨大

なレシプロが中央に頑張り磯械の数

も少な､く発電磯の力量も小さく配電
盤も之亦小さい。それでいて室内は
キチンと整頓されているプロペラ

は鋳鉄であり溌関の予備品も日本の
規則に照すと不足するものが沢山あ
る。

‘こうした鮒が日本船に船籍が変る

とやがて無線の能力も上げずばなら
ず発電機の換装も必要となり配電盤
も変り予備品も備え付けなければな

らない。誠に日本の船主は頭が痛い

貧困な日本がそうでなくてはならず

七洋を制する英国だったらこれでも

済むとあっては矛盾を感ぜざるを得
ないのである。

こう見て廻ると兎も角最小の船価
最低限度の設備であり之でも歴とし
たロイドの]OOA1船級船である｡～迅

船価高に悩むと云う現奉の日本にこ
'うした輪入船は何物かの階示を与え

る。と云可て現在の新造船にこうし

た不見転買船の施設に鮫えと主張す

る訳ではない。唯こうした中から何
物かをくみとりたいと思う。

8月から外国船級取得船でないと

外航に出られない事となった，戦後
外国船級取得の経緯やら外航への制

一55－

隈やらで我々の観念としてクラスポ

-tは優秀なものクラスボートでな

いものは劣悪なものと･の漠とした観

念があるように思う。ロイド]00A

1と云えば優秀船の代名詞であるか
のような涯念さえある。然しこうし

た輸入船を見て之も亦優雰置あるべ
き100A1なのである。このことは

我々の従来抱いていた通念に照して

見るがよい。そして若し通念を改め

る必要があるものなら，この際変え

ることである。100A1をけなすた

めに云うのではない。厳然たる事実

を云うだけのことである。方々誤解
～

のないよう願いたいものである。

乗組員の立場から見て比較的居住

施設のゆきとどいた国内の新造船ど

肩を並べてこうした輸入船に割り当

てられた乗組員の心情は並々ならぬ

ものがある。各社の船員課のその局

に当る人達は人知れず苦悩を味わっ

ているが当人でなければ苦心の程は

本当には判らないであろう．と同時

に模様替や整備を受け持つ造船所も

そうした意味で労苦を重ね必要以上

のエ数と時間とをかけなければなら

ない場合が艇々起る．これも買舶に

関連した一つの世の中である。

所詮不見転買船である，先方が採・
算の良心,船を手放す理窟はないb不
況に悩む業界なら投げ売りもするで

はあろう氷世界的海運ブームの現在
である。売ろうと云うからには夫々

理由もあり目途もある事であろう。

買う当方にも叉買う理由がある。蓋

し取引の成り立つ所以である。題し

て不見転買船，お気にさわる方もあ

ろうがこうした船が日本のために少

しでもプラスであってくれることを

念願する次第である。

α6－7－25〕

× ×

×＆×

の詳細を承知しての買船契約ではな

くクラスボートたることだけを当に

しての輸入である。之蓋し"不見転〃

と題した所以であり，不見転たるが

故にどの船主も船の引渡を受けるま

で気をもまされるのが常である。

さてこう．してお目にかかった中古

船を見~こ感ずることが幾つかある。

私の見たり聞いたりした範囲内での

事であるから全部にあてはまる事で

はない。叉あてはめる必要もない。

ただこうした船をよく観察して老へ

てみることは意味なしとしない。

先づ之等輪入船の定員である。日

本船となった瞬間定員が3割も4割

も増し之に従って居住施設の増設を

しなければならない"D/W:I万噸

の船で無線は局長だけで次席も三席

もいない。率務長事務員は何れか1
名であり,Hospi･tqalの設備はあっ

てもDdctor室は見当らない。属員
にしても俄然増員を余儀なくされる

而も外国船時代の厩員は所謂植民地

人か中国人が大部分で士官や職長だ

けが本国人である。CrewがFore-
画

castleにFiremenが船尾にとられ

ているのも常である。こうした事実

から察すると之等外国船と日本船と
の運航人件蜜の相違は云わずと知れ

た事である。敗戦国が之で自由鼓争
ﾙﾆ耐えうるものかどうか識者の一考

を煩したい。

さてこうした定員の相違に加えて

中古船であることが主な原因であろ

うが居住室は狭く設術も簡単で質素

であI)且上下の差別の甚しい事に気

がつく。それ等の総て輔良いと云う
訳ではないが最近の我が国の新造船

での行き方とは余りにも対象的であ

る。居住室だけではない。操航室を

のぞくと之も亦実に狭い。中央に磁

気羅針俵と大きな操統愉が目立つ他

RngilieTaegraphと電話器伝声管

1,2個見られやだけである。あの時
代”船は皆んなこんなものであった

1
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船舶無線通信について

菊地弥
’

ると下の如くである。
は しかき

型式’内容'－－，海上を航行している船舶が陸上と逮絡をし，また船舶
m篭鰯溌震鮮に於て同一意る電波，相互間で通信を行う場合時間や気象状況で制限されるこ－．－－－－

A』|嫌麓鴬蕊縫瀞信，電信符号により変となく満足に通信しあえるのは無線通信によるより方法

がない｡従って船舶の航行および人命の安全を図り，併

‘,|霧'篭鰯繍霜霜維雛せて船舶運営上より無線電信法および船舶安全法で総噸
数，乗客定員およびぞの航行する海域等に応じて一定の

無隷識資を蘂蕊することが要請されて､､ろ。恥|蕊駿貫轤謡鶴緋?實錘こ相当す’
一方無線通信は電波の稔性上国際性を有するので〆通A1,A2電波は無線電信用｡‐

信涯営上より国際的1輪一された通信方式および使用周As電波は無線電話用。
波数等の採用が必要である。船舶用無線もまた国際会議ハ．船舶局用割営周波数。
の決定に従って無線装置の厳重な試験が行われる。ここ 多数の各船舶が具えている無線通信装簡すなわち船舶

では海上を航行する船舶の無線通信についてその規則お局が少数の陸上局と交信し，時には非常に急を要する通

~よび設備の大略を御照会してこの方面に関心をもたれる．難通信をしなiければならぬ場合もあるなど，一般に船舶

方々の御参考に供したいと考える。無線通信は迅速確実に行われることが鱈めて大切である
から，混信防止等のために割当周波数も次表の如く広範

船舶無線用割當周波數囲に亘っている。

’

船舶無線用割當周波數

1929年9月和蘭のハーグにおいて開かれた第1回国際

無線通信諮問委員会(C.C､I.R､）の席上各種の技術，測

定，規約および標準化等の諸問題が討議されたがこれに

よって規定された技術事項のうちこれから照会しようと

する内容に関係のあるものについて一通りの解説をして

おこう。

イ．電波の分類。毎

電波の周波数ジ(k.c.)とその波長入(m)との関係は
次式始与へられる。

h

‘ー弩型(m)
次表に電波の分類の一例が掲げてある。

I型式及び屑波数(k.c.)|摘要周波数帯

●
■

ゆ

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

■
■

ひ

Ｍ
Ｌ
Ｍ
Ｈ

{i慨珊0425,460
A1,125,143,152,154,156

{愈舘,;?職溌0澱5

１
１
１

用
腿
用

舶
て
船
舶

船
し
型
船

種
と
大
型

各
主
中
小

０
０

７
０

戸
Ｄ
Ｐ
⑧

５
８

″
，

０
５

ワ
ー
の
⑭

５
４

５
８
－

Ｊ
８

０
》
ａ
一

２
２
｝

４
３

５
８
｜

仏
仏
↓

４
《
Ｆ
Ｄ
一

４
６
’

４
６
｜

回
り
一

入
酉

Ａｊ
Ｉ
］

船舶局に於て，最も普通に呼出および応答用に使われ

る億波数は500kSc.で，方位測定通信の場合には375kc

が専ら使われる。

二．周波数許容偏差。。

割当られた擴波数の電波を常に正しく発射することは

困難であるから,C､C.I.R.ではある許容偏差を定めて

ある。次表はこの規定の一例を示すものである。

i－電疲お一メーI､ルに於ける
名称波長

4－－▽■一一ー－

!L.F.キロメーI･ル波

ドM.F.ヘクトメーI､ル波

!H.F.デカメートル波

一

情波数の範囲

30k.c･～300k.c、

300k.c.～3M.c.'

3M.c・～30M｡C.

‘

’

MC.(MegaCycle)=103k.c. 許容偏差〔％）
周波数帯と業務別

口.･迩皮の型式
(A)|、(B)

電波は持統電波とか変識電波とか電波の波形に従って

7種類に分類されるが船舶鱸線に関係のあるものを挙げ：【’0年~弱0“’’’
－ 56－
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I 処

一船舶無線通信について－

i'(1)固定局
I(50k.c～559k.c.)

i(2)海岸局(200W以上〕
同上(200W以下）

（3）移動局一

班舶局

非常船舶送信装置

定時刻〔0001から2400までの4位の数字〕と真方位

(000か･ら359度までの3位の数字，または経緯度で表

わした地理的位置〕とを送信するようになっている。

〈ハ〕は無線方位測定装置を有する船舶局から無線標
識局に対して標識符号の発射を要求された時は，標識符

号をユ分間の間隔をおいて〔ロ〕と同様の送信を繰返し

て行う。

り
》
２
５

０
０
０

凸
。
●

０
０
０

１
１
１

Ｆ
■
●

０
０
０

１
５

■
●

０
０

１
５

●
●

０
０

ゴ

11550k.c.～1,600k.心
も

（1）海岸局(200W以上〕

（2）船舶局

船舶移動業務

船舶局および海岸局は邇雑通信の場合を除いて，中央

標準時で毎時15分過ぎからﾕ8分過ぎまで，および45分過

ぎから48分過ぎまでの3分間を第一沈黙時間といって

485k.c.･から520k.c？までの電波を，また中央標準時で

毎時0時過ぎから3分過ぎまでの第2沈黙時間中は1370

1580,:1610,1620,1650,1820,1905,2650,2785k.c

等の周波数の電波を発射してはならない。一方海上を安

全に航行する．ために一定時間500k.c.およびユ43k.c.の

電波を聴守する義務がある。

その外海上移動業務の通信は次の順序で優先的に取扱
入

われる。

1．遭難通信。2．緊急通信。3．安全通信。

4．無線測位に関する這信。

5．航室駿の航行及び安全運航に関する通信。

6，船舶の航海及び必需品しご関する通信並びに国の気
象業務にあてる気象観測通報。

7．その他の通信。

１
２
０
０

■
ロ

０
０

0.005

0.02
、

111]、6．mg.～|4nl.C、

（1）固定局(200W以上〕

（2）移動局(ユW以下）

１
１

0．01

0．05

0.005

0.05●

IV4m_c～30na_c

（1）固定局(500W以上）

（2）海岸局

（3） 移動局

0．01 0．003

0．005

0．05

皿
妬
一

●
ロ
一

０
０
－

１
－

．

~

(A)現用送信渡及び昭和26年〔但し30m.c・以上は昭

和25年〕ユ2月末日以前に設備される送信磯に対して昭和s

28年12月末日まで適翔する。

(B)昭和27年〔但し30m.c・以上は昭和26年〕1月1

日以後殼備され･る送棺藤に対して適用し，昭和29年1月

1日以後すべての送信綴に対して適用する。 ’ー

船舶無線暹信の運用・7．その他の通信。

一般殻舶の無線通信に於て行われる通信を業務別に分
（註)500k.c.の麓波は遭難，緊急および安全通信用

類すれば次の通りである。
で，外の迩備に混信を與えず,にこの噛波による邇信

（イ〕船舶移動業務
が5分間以内で絡る場合にのみ逓信用に使用閃来る

（ロ〕無線方向探知業務

（ハ）電波 標 識 業 務、船舶局設備
これ等のうち(ィ）の業務は一般船舶関係者にとって常0

識として心得ていなければならないもので，はしがきで 船舶局の設術を大別すれば次の通りである。

述べたように本爽において主題とするものである。以下a一般設備
（イ)，（ロ)，（ハ〕の各業務の概略を説明する。イ主送信設備ロ補助設備．ハ受信装置
．（イ）は船舶局と海岸局との間まだは船舶相互の間に b特殊設備

おいて航海の安全に関する通信および一般公衆電報の送イ無線方位測定機ロ警急自動受信磯

受信を行うものである。ハ救命艇用 送 受 信 設 術 。

銅（ロ〕・は船舶局が方位測定を頼む場合は，方向探知局イ菫遙信設侭

の方位測定が出来る区域に入った後で，相手局を呼出船舶局の常用送信設備で，その寒中線電力は強制船舶
し,375k.C.の電波を使って，約10秒間2線を打電し，では500k.c.A2電波を使って75W以上であるか，また
その後で自局の呼出し符号を送信して行ふ。相手局からわ昼間190km以上到逮することが必要で，その室中線
送信の繰返し回数を指めされたときは，その回数だけ重電力は365k.C.から515k.C.までの範囲の周波数を使
れて送信しなければならない。また方向探知局の側とし用する場合には混信を防ぐためにその電力を50％まで容
ては方位測定の緒果を船舶局に通知する場合には方位測、易に下げることの出来る装置を持つ必要がある。

－－－－57．－－－－
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／

ロ講助設備
～

室中線電力は500k.c.A2電波を用いて50W以上であ

るが，またわ昼間95km(第1種局鵲に於ては150km以

上〕以上到達する必要がある。なお次の条件を備えてい

なければならない。

a独立の電源をもつこと。。

b連続して,6時間以上使用出来ること。
c装置ば最高満載きっ水線上なるべく高く安全な

～位種に装置すること。

RH1,RH2,RH3,電動発電機用起動稜，挫度調器

B,,B2,B3,蓄電池

”，γ2，電池充電用抵抗器

A,C,室中線切替装冠

A1,A9,A3,筌中線

岳宮
｣Ll」

I

〆

’
（註〕簔總噸数3000葱以上の旅客船および總噸数5500頓

を越える族客船以外の諾舶の備えている無線装置の
｡

ことである。

ハ受信装置

100k.c.から2000k.c.までのA1,A2電波が受信出

来ることが必要で，繕貨上小型，耐震，耐漂性を有し’

動作が確実安定な ものが必要である。p，

普通3乃至4鍬のオートダイン式またわスーパーヘテ

ロダイン式のものが用ひられる。〃
補助設術として使用される受信磯ぼ500k.c・A2電波

を受信し，かつ鉱着検波によって受信可能なものでなく
てはならない。

次に大型船舶用無線装置のBlockdiagramを示す。
図中の記号は次のことを意味する。

L

■

S1,主送信装樋

Sgj,短波送信装置

A,輔助送信装置．

RI,中波受信装置

R2,短波受信装置

B.R,ブレークインウレー

〔送信中は受信機側が開かれており，受信中は送信機
側が開かれているように操作する継電器｡）
C,主送信機と補助送信機との切替
M1G肋主送信磯用｝

餓謡鰯:l"'-

」｜’ S8.3.8.

一

"6VX90VX332W
，

ー

軒
口
１
０
．

ロ▲

－
１
１

むすび

以上で船舶無線に関する規則と設術との概略について

述べたが，もとよりその誤りや一方的毒へのないことは

、期し難い。御叱正を預ければ幸である。
〔茨城大学助教授＞

参考交獄

、1．最新電気通信解説雷電気通信協会
2．電波関係法令集電波監理黍員会

」

〆

一勺一一一一
一

事務厨移轌お知らせ「船の科學」の定債蕊更～

来る10月1二より下龍の新聯務所に移転致しますからく撫議辮雛鑿鰯繍潔鱗お知らせ致します。
が，､最近の物価の変動に於ても極力廉価にと考え，又一面

新事鍔所東京都港区麻布笄町七九番地潔臓鵡朧朧縦蕊縦,%"
論，内窓の充実向上を計ってゆくことに致しました罰！

尚振替は従来通り東京70438番です。電話は新設ま読者の皆様には何卒この瓢擶を御了解下さいま-j-,礒御顕
で従来の赤藪.(48）4701番で遮絲出来ます。い致します

－認一
％

必

－

一

一ー
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ト ルク計二種

1．ボールドウインー

リマーハミルトン牡製品

歪計として広く使われているボールドウインSR-4

抵抗線をもととしたものである。ポールドウインSR-

41．ルク計は根本的には刺Iの短い一部分であって，これ

に一群め特別の歪計が結合されてホイ壼1Kストーン橋を

形成している。橘の隅は刺I上の滑瑛を邇して固定刷子に
遮綜され，そこから指示計へつながる。馬力はトルクと
回転数の識であらわされるから簡単に計算出来る。刷子＠

の摩擦は殆んど問題にならない。ワージングトンポンプ
会社の研究部はSR-4トルク計を工業用に早くかz使
月Iした所である。新しい計測方法の正確さと信顔性とを
チェックするため広汎な実験的研究が行われた。
静的試験では瀧単な手製の検定磯を作製した。これは

中心を支えた挺の腺!とトルク計を取付けるブラケットと
から成立っている。挺の腕は中心から両側に何れも4眼
の長さがあり，どちらの方向へも荷重がかけられる。
動的試駁は計鷺に読まれる'･ルクの振動の性質と大き

さをしらべるために行われた。これは陰極線オッシロス
コープを使軍て研究された。この際オッシロスコープ上
’､模様が漂瀧電界で乱されることがわかった。
この問題は駆動軸を接地することによって解決され

た。刺Iは軸受内の潤淵油膜で緬縁されていて接地に対し
穂抵抗を示し，陰極線のスクリーン上の動的トルクの観
察を妨害するのであった。接地を行うには刷子を保持し
ている鞠につけたブラケットに支えられた可澆金属片を
トルク計軸に接触せしめる。この箱はこれを支持する台
叉は特別の接地線で接地される。
月50及び560沢ポンドの1,ルク計が成功Lたので近い

荊乗1600及び3200沢ポンドのものが職入される予定
である。、

2.GE馬力時間計

GEの技師の手によって汕柵舶EtsoALLNTowN
号(二新型の軸馬]時間計が取付けられ，よい成読をおさ
めた。

新装置は軸馬力を計測し，瞬間の馬力の読みと，一定
の時間内の談算馬力とを与えるのである。16カ月,100,
000哩にわたる蓮続海上試験を通じて新しい計滞は何れ
の指度に於ても終始変らぬ正確さを保持した。
G.E・の技術家はこの読みによって船の性能を．解析し

此鮫する有敷な方法が確立され，同時に試運転晦に馬力
、

0

1､

～

ノ

変動，推進敦率等がチェックされるであろうとのべてい

ろ。

計器の主要部は，指示器，馬力讃算器，変圧器，蓄電

器及び抵抗器からなっている。メーターば棲関室制禦室

や磯関長の机又は船橋におくことが出来，隔壁にとりつ

けるに便利な様に一枚のパネル上に組立ててある。
、

’･･~．'･･･~..｡'.｡‐.･･‘･･.~~･~.‘･･缶一‘・・、‘･･1
POTEMTMAL:HPHcuRSHcRsEpowEIzI

÷繍巽麓繍蝋||
潜水艦は，排水量2,500噸で現在米国海軍で就役

中のどの潜水鑑よりも大きい。この潜水繼は殆ん

ど無識蔵の動力源を持ち，無限に潜航出来，無制

限の行動半径を持つことになる。権威筋の語る所

によるとモデル潜水艦建造に取掛る前に次の三つ

の主要閲題を解決せねばならない。

1．原予モーターの頚烈な放射に抵抗し得る材料

’の発見。

2．従来のエンヂッより高い潅度に耐えられる材
料の発見。

3．潜水罐内の人員器材を保談する方法の発見。
原子力委員会研究所の最近の報告では之等の問

辮撚鱗鯉議:藤蝋｜
､れ‘建"…，"万ドﾙ以上"､跡…&｜外電は伝えている。

－59－
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一

ギヤ.一ドターピン船の後進馬力

田宮

I
真

ギヤードタービン船に設備すべき後進馬力を適当に決

定しようとする時，タービン設計者はタービン自体の作

動については詳しく知ることが出来るが，プロペラ後進

時の実物性能と実船を停止させる力に善ては不明の点が

多い。この問題を少しでも明らかにするためGeneral

Electric会社とNewpoftNews造船会社とがEsso

E'2ez号について後追試験を行うことに決定した6此の船

はNewportNews会社が建造した十鍵のタンカー第一

船でG.E.社のギヤードターピンを傭へ単螺旋，定格

12500SHP,]12r.p.m,10%連薪過負荷の能力を有する。

前後進共同じ馬力を持つことは操縦性からは望ま.しい

が，燃鵜経済の点で考慮すべきことがある，機関全休は

大型となり重量も大きく比較的低効率となる。実際には

後進タービンに対しては周知の如く‘‘50％の速度(回転

数〕で80％の1､ルク,，を発生するという仕様書の妥協

となっている。EssoSuezの設計も之に基づいている。

普通之で操船にも十分で叉前進タービンの設計にも差

支ない，併し推進溌関の定格馬力が増加し，蒸汽状態も

高度になるにつれ，操船上め要求を更に注意深く予測し

燃料経済を重視するという観点から此の仕様霧を再考す
ることは合理的である。

試識計臺と測定用機器

此の試駁に当っては，その結果が将来計画に有効であ

る様に考えて普通の公試より多数のデータを取る様計画

し，特別に進転停止試睡を若干追加した。第一表に鼓駁

計画を示す。
第1表

上に記録する様に配置された回路を持っている，オッシ

ログラフは二台で，之に関聯して歪計のコイルに2000サ

イクルのキヤリヤーパワーを供給する装綴と，オッシロ

グラフガルバノメーターに応用するためシグナルを整流

する装置とがつじ､ている。此の測定技術は船上で予め数
＠

回使用し，後進時に遭遇する過渡状態に於て急激に変化

する患を記録するのに便利正確な方法であることを保証

してあった｡停止試験に於て船速測定は流木法によった
6吋×24吋の木片を船首楼の後端から各航走共最初3分

間は10秒毎に，其の後は30秒毎に投入した。流過時間は

船上266次の距離をへだてた二箇所にある観測員が勇隔

操作で電気測秒器上に記録した。

オッシロフィルム上に得られたデータは再びプロット

し直し，篭斎して解析と使用に便な曲線とした一例を第

1，2図に示した，第1図の前進距離はシムプソン州で

速度を讃分して求めた。停止曲線を引くた録に使う抵抗

値は，惰力停止試験に於てトルクと推力が0になった最
初の一分間の結果から導いた。（鋪1図は次頁）
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プロペラの性能

EssoSuezの試験に於ける推力とト〃クの連続読取に

よってプロペラ性能と減速力を詳細に研究することが出

来た。本船のプロペラの後進時の模型実験はなかった

が,]948年の瑞典国立水槽でH.F.NOrdStromが行っ

た試駁から参考データをとった。性能曲線は次式を示す

ものである。

トルク常数=KQ=Q/pnzd5...(1)

推力常数=KT=T/Pnzd4･･･(2)

EssoSuez号の後進賦験六種のトルクー回娠数曲線が

どの位一致するかを調べるためKQ曲線を第3図に極点

した，之によると六状態はかなりよく一致していて，

NOrdstromの模型プロペラより相当大きなトルクを出
している。

推力についても全く同様のことが云える。

後進トルクが既知の時，後進推力を計算する一般式は

鞭=謡…(3)
但し.CT=T/Pnzd2p国…･(4)

CQ=Q/'ngdsp3､..(5)

pはピッチである。

本船の逆転停止試験から六状態に於けるCT/CQの値
を第5図に示した。検鋤ま前進率Va/ndである。Nor･
dStrOrnのピッチ比0．8,].0,1.2の例も参考のため入
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M Vf…(7)S=2[Raf33'tI=m
と書きあらはせる。但しRaは平均抵抗（測定船速と摸

型抵抗曲線から推定)Taは平均測定推力で，平均は前

進距離をベースとして行った。

推力減少抵抗及び見掛質量

第二零第十九柵の推力減少率は-0.15から0.17の間に

変化する。負の質は，推力承で測定された以外に船体に

後進推力の働くことを示す。

最大の負の推力減少は第二番航走時で全力前進からの

四航走の内最も早く停止している。

．所要時間438秒，前進距離54801R,第一審航走では

時間461秒，距離5930沢である。

しかるに第九棚を見るとプ？ペラは第一番の時の方が

早く逆転している。その上推力もトルクも第二番より第

一番の方が高い値を示している。しかるに船の減速度は
第一番の方が低いという理由は明白でない。たげ恐らく
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れておいた。Va/nd=0に於てcT/cQは約5.2であ
る。

第5図に於て興味のあることは次の点である。即ち逆

転停止試I醜に於てプロペラの前進率0なる状態が最も安

定であること，叉前進率が－0．2乃至－0．6では最も不
安定であることの二点で，後者は実船の六木の曲線が不

規則でNordstromの曲線が急に増加することで示され
る。

本試験のデータは図示した前進率の範囲で平均して
cT/cQ=5.2と見徴される,Nordstromにあっては

之が6．5から7.0に達する所があるが，実船では実現し
ていない。それで控え目な値として後進推力を

T=5．2Q/P･･･(6)
ととることにした。
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試験との差によるものと想像される。の何れかに等しくあるべきだと信ずべき理由はない。併
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が如何なる程度かを決定するだけのデータはない｡之等
の内二量が定まれば第三の量は次の式から計算出来る。

M器=T-Rー…(8)
第2表に総括した違転停止試験に於ては，抵抗は摸型

試験からの値を正しいものとし，見掛質量は船体の質量

より.8％大きいと仮定した。理論との喰違いはすべて便

宜上推ガの変化に帰せられる。此の結果一航走中にも，

叉他の航走との比較に於ても推力減少に大幅の変化が

生じた。

後進タービントルクとブロペラトルク

前述の如く後進タービンの定格として‘‘50％の回転数

で80％のトルク，，ということが広く行はれている。しか

し第2図をみるとこの特定のトルクと回転数の状態は過

渡的のもので，たとい後進タービンの容量が十分でも実

現困難である。予測しうる状態でもつと安定したものは

停止状態に於けるトルクと回転数である。第3,図は，こ

のVa,rid=0の状態でKQの値がNordstrom及び

EssoSUezの六状態に対し約-0:04なることを示して

祁辱垂届侭侭P凋迩拝g屈僅,制診必法匡イィ地桑死児pハデ

いる。之から他のピッチ比についても停止時のNordst-

rOXnの値が使用出来るものと仮定してよいと恩はれる。

それでピッチ比が0．8，1．0，］､2に対する三本の曲線

を第6図に示した。之にはEssoSuezの六逆転停止試

"(p/d=0.84)の停止点に於ける値も挿入れてある。

Nordstromの曲線によると自由後進時のトルクと回

転数の関係も与えられる。之又第6図に示される之には

等しい速力で船を後進させるに要する軸馬力が前進の時

の二倍であるとの仮定が入っている。この曲線は一本し

か描いてないが，之でpd=0.8,1.0,1.2に対し十分

近似値を代表している｡､第6図の縦軸のもとになる自由

前進状態はビｯﾁ比0.8,].0,1.2に対し真失簡を夫
3々5％27.5％，20％と仮定している。

同図にA,B,Cと記した点線は後進タービンの三種のト

ルクと回転数の膳性を代表する。之等は客々ピッチ比

].Oのプロペラを後進方向に,Va/nd=0に於て全力前

進の］00,『5,.50％の1,ルクで駆動する。B曲線は又標

準のc'50%回腫数で80%トルク'’を示す。けれども‘‘停

止時75％トルク'，と指定する方が望ましい。それはこの

点がすべての逆転試験の特性点を代表し，又ドック内で

十分プロペラ深度をとって試験できるからでもある。A

曲線はレシプロ濃関の様に停止時に前進と同じヒルクを

伝へうる後進タービンを示す。CはA,Bに対して適当

な関係時持つ様に描いてある。
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’ 前進距離の計算

此の停止試験の結果次の結果が明らかとなった。もし

後進タービンとプロペラとのトルクの性質がわかれば後

進推力と前進距離は精密に推定され,前進距離が決定的

の要素である限り後進馬力推定に際して設計者の助けと
なる。，

第2表館十九櫛の示す所によるとnggoSuezの逆転

停止に対する全体的の推力減少率tは種々 変化し，誤差
も含まれていると恩はれるが，その平均砿は低い(0.025〕

様である。第二十欄はtを無視して計算した前進距離が

ここに掲げた三船に対し何れもよく一致することを示す

従って前進陸離の計算に当っては推力減少を無視しても

差支えないと考えられる。車瑚l停止までの時間が船の停

止に要する時間に比し短い時は，前進距辮こ対し鰡単な

式が得られる。この際平均推力Taと停止時の推力T1

との比Ta/T,はほぼ1.0で，たとへぱESSOSUezに於

ける値0.9ととることが出来る。（第二表第三十一欄）

平均の抵抗と最初の抵抗との比Ra/Roを0.45(第二表

第三十棚の平均〕と仮定すれば(7)式はt=0として‘

S=MVIf/2[0.45RO+0,90T1]
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と書ける。速度を節，排永量〔見掛の増加質最8％を含
めて〕を噸でRo,T!を封度であらはすとS<")は 0揺鶴趣|“，“00“0“0”“01

1修正係数’0．99．0．940．880．8］0.73.0.63
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一
一Ｓ 第三表の意味を十分理解するためにKnight'sModern

Seamanshipからとった第7図を参照せられたい。この

旋回径の図によると舵を一杯にとった場合，供試三船型

では前方三船長の点にある固定物体との衝突がさけられ
｡ 、

ることがわかる。FQsoSUezもAmericaも此図の船と

ほぱ等しい旋回径〔船長で測って）を有するから，約六

船長以上見透がきけば向いあって近付いている二船は，

舵を一杯にとれば衝突をさけることが出来る。第3表と

第8図から之等二船が全力前進中には衝突を避けるには

操舵以外にないことが見られる。合理的な後進馬力では

両船とも，三船長の距離で停止させることが出来ないか

らである。一般に第8図からは恐らく駆逐艦として少く

共50％の後進トルクを傭へる場合を除いて如何なる船を

も三総長では停止させ得ないことが明らかである。従っ

て後進馬力の決定は，全速力に於ける衝突

…(9)

（9）式は新設詩に於て適当な後進馬力を決定するガイ

ドとして-卜分正確であろう。一例としてFggoSuez号と
客船America号とを大馬力商船の二主要型の代表とし

て第3表に撰んだ。この二船では不必要に大きい後進馬
力によってタービンの設計に不利をあたえぬことが重要
と考えられる。第6図に於ける三種の後進馬力定格A,

B,Cを各船に仮定した。

抵抗曲線が停止発令時の速度Vo附近に於て急激に増

加する船ではRa/Ro=0.45という仮定は前進距離を過少

に推定することになる｡．この様な船には次の修正係数を

(9)式の分母の]/2なる項に乗じて誤差を補償するのが

よい。
第3、表

b

を避けることから決めるよりも他の実際的

の基礎に基づくべきである。

短距離に船を停止させる船に固有の性質

をあらはす便宜な指標として全遠時の抵抗
を中央横裁面識で割った値が考えられる。
第8図の三錘に対するこの値は｡bS/ft2で
EssoSuez74,A1nerica122,RoeS85で

ある。此の値が適当な指標となることは

（9）式を次の様に書直すとよくわかる。
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故にS/LはVo,R/A,T,"0の函数で

ある。Aは中央職i敵直賦である。T,/RO:=

QIQoであるから第8図の曲線を船孝と

Ro/Aに基づいて第9図の様にまとめ上げ

ることが出来る。各々の曲線は特定の船を

代表し,R(､/Aによって区別されている。
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めにプロペラ深度が不十分になると特に単螺旋船では推

力が減じ停船に要する時間が増大ずるであろう。

］、プロペラトルクと回転数で表はした荷重以外には

後進タービン性能の詳細な解析は行はれなかった。一般

的結論として後進タービンの特性は予測された通りで試

れる結論は，満載吃水まで沈めた船でプロペラに最大の

深度〔翼尖上約-i一眼〕を与へて行はれた試駁に基づくこ
とを銘記すべきである，其の上海は静かで軽風あり，天

候極めて良好であった。著者等は推進器深度と海流の影
響を推定しようとしなかった。吃水を減じ又は荒海のた
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一ギヤードターピン船の後進馬カー

）

7．著者は新設計に対する後進馬力を解析する方法を
発展させようと試みた。後進タービンの定格を定める篭
礎としては停止時の後進トルクをす霞める。此の値は合

理的に一致じた予測可能の量で，プロペラの深度十分な
ドック内試験で聴証されるからである。

験読画に示した限界には達しなかった。

2．プロペラの後進推力は予想より幾分高かった。極

端な空洞現象によってプロペラとタービンの荷重が除か

れる結果を来した箇所は曲線に現れなかった。

3．停止時の後進推力は普通の螺旋推進器に対してか

なり広範囲のピッチ比に亘り次式から略近似に計算出来

る。

T,=5.22】
p

4．車軸停止時間が船体停止時間に比し小さい時，前

進距離ば逝似的に(9)式から計算出来る。

、 ●
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5．第8，第9図はRc/Aの値の高いもの丈が比較的

短距離で止るこ誉を示す。叉遺度を減ずることが前進距
離を希望の限界に保つのに如何に必要であるかもわか

る。

6．全力前進中個突をさけるには舵を一杯にとること

が第一である，定格前進トルクに比し後進トルクを大に

とることは他の見地からそれを妥当と考えるべき理申が
必要である。
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